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筆
者
が
陸
軍
経
理
部
の
こ
と
に
関
心
を
抱
い
た
の
は
、
帝
国
陸
軍
の
兵
姑

活
動
全
般
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
そ
の
存
在
が
不
当
に
軽
視
さ

れ
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

陸
軍
経
理
部
を
通
じ
て
帝
川
陸
軍
の
雁
史
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
偏

り
の
な
い
歴
史
の
真
実
の
追
求
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
れ
は
戦
史
の
研
究
の
み
な
ら
ず
歴
史
の
研
究
全
般
に
必
要
な
こ
と
で
あ

る
。本
稿
は
Ⅱ
露
戦
争
開
戦
前
に
陸
瓶
省
経
剛
局
の
主
導
で
実
施
さ
れ
た
経
済

愉
報
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
陸
取
経
剛
部
が
Ⅱ
鱗
戦

争
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
の
一
端
を
考
察
す
る
。

一
帝
国
陸
軍
に
お
け
る
経
理
部
の
地
位
と
役
割

（
１
）

帝
国
陸
軍
は
丘
〈
科
と
各
部
か
ら
な
る
。
陸
躯
経
理
部
は
、
各
部
（
他
に
軍

（
２
）

医
部
、
獣
医
部
、
技
術
部
及
び
衛
生
部
が
あ
る
）
の
一
つ
で
、
川
口
武
定
の

日
露
戦
争
と
陸
軍
経
理
部
（
二
（
高
橋
）

日
露
戦
争
と
陸
軍
経
理
部
（
二

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

は
じ
め
に

ｌ
Ｈ
露
戦
争
に
お
け
る
陸
軍
経
理
部
の
経
済
情
報
活
動
に
つ
い
て
Ｉ

建
議
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
脚
の
噸
監
督
官
制
度
を
取
り

入
れ
て
作
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。
帝
国
陸
軍
の
軍
務
は
統
帥
と
軍
政
に
分
け

ら
れ
る
。
統
帥
と
は
最
高
指
揮
官
等
が
軍
隊
を
指
揮
・
命
令
す
る
作
用
。
軍

政
（
広
義
の
軍
政
）
は
、
軍
隊
を
編
成
し
維
持
管
理
す
る
作
用
で
常
備
兵
額

の
決
定
、
部
隊
そ
の
他
の
機
関
の
編
成
、
杵
区
の
設
定
、
徴
募
、
補
充
、
教

育
、
検
閲
、
紀
律
、
服
制
、
衛
戊
、
要
塞
、
動
員
計
脚
か
ら
な
る
編
制
と
人

馬
の
給
養
、
軍
需
の
調
達
、
嗣
需
の
保
持
補
給
及
び
理
財
か
ら
な
る
経
理
（
狭

義
の
軍
政
）
か
ら
な
る
。
経
瑚
部
は
経
理
の
中
の
会
計
総
理
で
あ
る
、
金
銭

経
卵
、
糀
秣
経
理
、
被
服
経
川
、
常
繕
経
剛
及
び
將
仙
経
耶
を
担
う
組
織
で

あ
る
。
巾
及
び
師
川
の
刺
令
部
に
経
川
部
が
世
か
れ
（
弼
初
は
監
督
部
と
称

し
た
）
、
経
班
部
長
は
指
揮
系
統
で
は
取
川
令
而
及
び
帥
川
長
の
指
揮
卜
に
あ

る
が
、
予
算
・
業
務
系
統
で
は
陸
軍
省
経
理
周
（
戦
時
の
場
合
は
野
戦
経
理

長
官
部
）
を
通
じ
て
陸
軍
大
臣
の
監
督
下
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
経
理
部
上
官
及
び
下
士
官
を
教
育
訓
練
す
る
た
め
明
治
二
三
年
に

陸
軍
縫
理
学
校
が
創
立
さ
れ
た
。
経
理
学
校
は
軍
政
・
経
理
の
制
度
・
運
用

に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
う
機
関
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
た
。

高
橋
敦
彦

一

九
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第
１
表
陸
軍
経
理
部
に
よ
る
日
露
戦
争
時
の
経
済
情
報
活
動

※
こ
の
表
は
「
明
治
舟
七
八
年
Ｒ
露
戦
史
」
（
1
9
1
2
)
、
「
日
露
戦
役
奇
伝
敵
国
大
横
断
記
」
（
1
9
2
8
)
、
「
蒙
古
土
産
」
（
1
9
4
4
)
、
「
機
密
日
露
戦
史
く
新
装
版
＞
」
（
2
0
0
4
）
及
び
「
韓

国
内
物
資
調
査
報
告
」
（
1
9
0
3
）
を
出
典
と
し
て
作
成
。
「
明
治
H
1
七
八
年
日
露
戦
史
」
は
本
文
註
（
６
）
、
「
敵
腫
１
大
横
断
記
」
は
本
文
註
（
2
1
)
、
「
蒙
古
土
産
」
は
本
文
註
（
2
5
)
、
「
機

密
日
露
戦
史
」
は
本
文
註
（
８
）
、
「
韓
国
内
物
資
調
査
報
告
書
」
は
本
文
註
（
７
）
を
参
照
。

戦
闘
が
予
想

さ
れ
る
地
域

調
査
が
必
要
な
理
由

調
査
担
当
経
理
官

階
級
と
氏
名

調
査
時
期

実
際
に
行
わ
れ
た

戦
闘
・
部
隊

他
の
機
関
に
よ
る
`
情
報
活
動

朝
鮮
半
島

日
本
が
自
衛
上
是
非
と

も
勢
力
下
に
置
か
な
け

れ
ぱ
成
ら
な
い
地
域
。

三
等
監
督

高
山
嵩

明
治
３
６
年
８
月
か

ら
９
月
ま
で

第
１
軍
に
よ
る
鴨
緑
江
の
戦

い北
韓
軍
の
戦
闘

松
石
安
治
（
京
城
）

東
郷
辰
二
郎
・
佐
々
木
き
を
（
義
州
）

桜
井
久
我
治
（
鏡
城
）

樺
太

露
領
、
北
海
道
に
近
接

し
て
い
る
。

三
等
監
督濱
名
寛
祐

明
治
３
５
年
頃
調
査

独
立
第
１
３
師
団
の
作
戦
行

動

ロ
シ
ア
極
東

地
方

露
領
、
ア
ジ
ア
経
略
の

策
源
地
、
シ
ベ
リ
ア
鉄

道
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ロ
シ
ア
と
連
絡
可
能
。

監
督
補

(
三
等
監
督
）

濱
名
寛
祐

明
治
３
４
年
５
月
か

ら
明
治
３
５
年
７
月

ま
で
活
動
、
そ
の
後

ロ
シ
ア
側
に
逮
捕
．

抑
留
、
明
治
３
７
年

１
２
月
に
帰
国

山
岡
熊
治
（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
）

満
州

清
領
、
実
質
的
に
ロ
シ

ア
の
占
領
下
。

三
等
監
督濱
名
寛
祐

明
治
３
５
年
３
月

～
４
月
暗
爾
賓
に
滞

在

日
露
両
軍
の
主
要
な
戦
場

遼
陽
の
戦
い
、
奉
天
の
戦
い

特
別
任
務
班
の
破
壊
工
作

横
川
省
三
、
沖
禎
介
、
森
H
1
兼
造

遼
東
半
島

清
領
、
ロ
シ
ア
の
租
借

地
、
旅
順
は
ロ
シ
ア
太

平
洋
艦
隊
の
根
拠
地
。

未
確
認

第
３
軍
に
よ
る
旅
順
攻
防
戦

守
田
利
遠
（
芝
呆
）

華
北

情
帝
国
の
中
心
地
。

未
確
認

青
木
宣
純
・
川
島
浪
速
（
北
京
）

蒙
古

清
領
、
ロ
シ
ア
の
勢
力

が
浸
透
中
の
地
域
。

未
確
認

河
原
操
子
（
カ
ラ
チ
ン
）
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Ⅱ
本
は
、
川
治
廿
七
八
年
戦
役
す
な
わ
ち
Ⅱ
情
戦
争
後
の
三
国
干
渉
及
び

北
清
事
変
の
結
果
、
ロ
シ
ア
帝
国
と
の
利
害
対
立
が
深
刻
化
し
、
明
治
一
一
一
五

年
ま
で
に
は
開
戦
を
晩
ん
だ
情
報
活
動
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。

日
露
戦
争
の
情
報
活
動
に
つ
い
て
は
従
来
、
参
謀
本
部
第
一
部
の
松
川
敏

（
３
）

（
４
）

胤
大
佐
と
参
謀
本
部
第
一
一
部
の
福
島
安
正
少
将
に
よ
る
情
報
活
動
が
知
ら
れ

て
い
る
が
、
獺
隊
の
兵
姑
活
動
に
直
結
す
る
経
済
情
報
に
つ
い
て
は
、
陸
軍

（
５
）

省
経
理
局
長
・
監
督
監
（
少
将
）
外
松
孫
太
郎
を
中
心
に
し
た
情
報
活
動
が

行
わ
れ
て
い
た
。

陸
軍
経
理
部
の
経
済
情
報
活
動
の
全
体
像
は
判
明
し
て
い
な
い
が
、
簡
潔

に
ま
と
め
る
と
第
１
表
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

朝
鮮
半
島
は
、
当
時
は
日
本
が
自
衛
上
是
非
と
も
勢
力
下
に
置
か
な
け
れ

（
６
）

ば
な
ら
な
い
地
域
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
参
謀
本
部
が
主
体
と
な
っ
た
情
報

活
動
と
同
時
並
行
し
て
、
外
松
経
理
局
長
の
命
に
よ
り
明
治
三
六
年
八
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
三
等
監
督
高
山
嵩
が
偵
察
し
、
経
済
情
報
を
収
集
し
て
い

る
。
朝
鮮
国
は
当
時
ま
だ
独
立
国
で
あ
っ
た
が
、
事
実
上
Ⅱ
本
の
勢
力
下
に

あ
っ
た
の
で
日
本
の
軍
人
が
公
然
と
情
報
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
高

山
監
督
は
在
留
邦
人
や
朝
鮮
国
の
官
吏
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
経
済
情
報
を

（
７
）

収
集
し
、
「
韓
国
内
物
資
調
査
報
上
ロ
」
と
し
て
陸
軍
省
経
理
局
に
報
告
し
て
い

る
。
開
戦
後
の
鴨
緑
江
の
戦
い
以
後
は
大
規
模
な
戦
闘
は
行
わ
れ
て
い
な
い

こ
の
よ
う
に
経
理
部
は
軍
政
面
で
は
強
い
影
響
力
を
有
す
る
反
面
、
例
え

ば
経
理
部
士
官
は
将
校
相
当
官
と
さ
れ
、
部
隊
の
指
揮
権
を
有
す
る
将
校
と

は
み
な
さ
れ
な
い
等
の
差
別
的
待
遇
を
受
け
た
。

日
露
戦
争
と
陸
軍
経
理
部
（
二
（
高
橋
）

二
日
露
戦
争
に
お
け
る
陸
軍
経
理
部
の
経
済
情
報
活
動
に
つ
い
て

が
、
北
部
の
Ⅱ
本
海
沿
岸
で
は
小
規
模
な
戦
闘
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
極
東
地
方
は
、
ま
さ
に
ロ
シ
ア
帝
国
の
ア
ジ
ア
経
略
の
策
源
地
で

あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
と
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
連
絡
さ
れ
て
い
る
。
廷

非
と
も
情
報
が
欲
し
い
地
域
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
の
領
土
で
あ
り
日
本
の
軍

人
が
公
然
と
活
動
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
等
の
公
使
館

の
駐
在
武
官
等
を
通
じ
た
情
報
活
動
で
は
不
十
分
な
た
め
、
陸
軍
監
督
補
（
三

等
監
督
）
濱
名
寛
祐
が
潜
入
し
て
経
済
情
報
の
収
集
に
当
た
っ
た
。

満
洲
は
、
Ⅲ
露
戦
争
の
主
戦
場
に
な
っ
た
地
域
で
あ
り
、
清
国
の
領
土
で

あ
り
な
が
ら
、
北
清
事
変
を
契
機
と
し
て
実
質
的
に
ロ
シ
ア
帝
国
の
占
領
下

に
あ
る
地
域
で
あ
っ
た
。
陸
軍
大
将
児
玉
源
太
郎
の
命
を
受
け
た
北
京
の
Ｒ

本
公
使
館
駐
在
武
官
、
青
木
宣
純
大
佐
が
情
国
の
哀
世
凱
の
協
力
を
得
て
、

情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
明
治
三
五
年
一
一
一
月
頃
に
一
一
一
等
監
督
濱
名
寛
祐
が

峪
鯛
費
に
入
っ
て
お
り
、
経
済
情
報
の
収
集
を
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

樺
太
は
北
海
道
に
近
接
す
る
地
理
的
条
件
か
ら
将
来
な
ん
ら
か
の
作
戦
行

動
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
明
治
三
五
年
頃
涜
名
寛
祐
が
入
っ
て
調
査
し
て
い

る
。明
治
三
八
年
七
月
に
独
立
第
一
三
師
団
が
上
陸
し
占
領
し
て
い
る
。

遼
東
半
島
は
、
三
国
干
渉
に
よ
り
ロ
シ
ア
に
奪
わ
れ
た
怨
念
の
地
で
あ
り
、

旅
順
は
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
の
根
拠
地
で
あ
る
。
対
岸
の
山
東
半
島
の
芝
呆

に
工
作
員
が
入
っ
て
情
報
を
収
集
し
て
い
た
。
陸
軍
経
理
部
の
情
報
活
動
は

未
確
認
で
あ
る
が
、
第
二
軍
に
よ
る
激
し
い
戦
闘
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
地
域
で
あ
る
。

華
北
は
清
国
の
中
心
で
あ
る
。
清
国
は
Ｈ
情
戦
争
の
復
仇
よ
り
も
む
し
ろ

ロ
シ
ア
の
脅
威
を
重
視
し
て
、
情
報
収
集
で
日
本
に
協
力
し
た
。
こ
の
地
域

一
一
一
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朝
鮮
半
島
は
、
当
時
日
本
に
と
っ
て
は
、
衛
の
た
め
是
非
と
も
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
ロ
シ
ア

帝
国
が
朝
鮮
半
島
に
勢
力
拡
大
を
図
っ
た
こ
と
が
開
戦
の
原
因
の
一
つ
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
三
五
年
の
段
階
で
は
日
清
戦
争
か
ら
人
年
が
経

過
し
、
当
時
得
ら
れ
た
情
報
は
陳
腐
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
作
戦
行
動
に

必
要
な
朝
鮮
半
島
内
の
情
報
を
十
分
に
得
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
陸

軍
で
は
当
初
、
来
る
べ
き
対
露
戦
争
は
、
日
清
戦
争
と
同
様
に
朝
鮮
の
支
配

権
を
め
ぐ
り
朝
鮮
半
島
内
に
侵
入
し
て
き
た
ロ
シ
ア
軍
を
朝
鮮
半
島
内
で
迎

撃
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
構
想
に
沿
っ
た
情
報
の
収
集
が
計

画
さ
れ
た
。

（
８
）

「
機
密
日
露
戦
史
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
一
エ
ハ
年
七
月
に
参
謀
次
長
田
村
怡
与

（
９
）

（
皿
）

造
少
将
（
明
治
一
二
六
年
一
○
月
死
去
）
は
、
井
口
省
吾
少
将
及
び
松
川
敏
胤
大

佐
に
朝
鮮
国
内
の
物
資
及
び
野
砲
通
過
の
た
め
の
道
路
視
察
を
命
じ
、
四
名

で
の
陸
軍
経
理
部
の
情
報
活
動
は
未
確
認
で
あ
る
。

蒙
古
は
、
清
の
領
土
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
の
勢
力
が
浸
透
中
で
あ
っ
た
。

明
治
三
六
年
一
二
月
に
日
本
に
好
意
的
な
モ
ン
ゴ
ル
の
王
族
の
下
に
女
子
学

校
の
教
師
と
し
て
河
原
操
子
が
赴
任
し
、
情
報
収
集
に
協
力
し
た
。
陸
軍
経

理
部
の
情
報
活
動
は
未
確
認
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
陸
軍
経
理
部
は
戦
略
的
に
重
要
で
、
か
つ
な
ん
ら
か
の
作
戦

行
動
が
予
想
さ
れ
る
朝
鮮
半
島
、
満
洲
、
ロ
シ
ア
極
東
地
方
及
び
樺
太
と
い
っ

た
地
域
に
お
け
る
経
済
情
報
の
収
集
を
重
点
的
に
実
施
し
て
、
対
露
開
戦
に

備
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

法
政
史
学
第
六
十
五
号

三
陸
軍
三
等
監
督
高
山
嵩
に
よ
る
朝
鮮
半
島
の
調
査

の
少
佐
と
二
名
程
度
の
経
理
官
が
随
行
し
て
、
松
川
大
佐
が
釜
山
、
大
郎
鳥

岑
道
か
ら
京
城
ま
で
の
道
路
（
京
釜
北
路
）
、
井
口
少
将
は
西
海
岸
沿
い
の
京

城
ま
で
の
道
路
（
京
釜
南
路
）
を
偵
察
し
、
九
月
上
旬
に
帰
国
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
動
き
と
同
時
並
行
し
て
陸
軍
省
経
理
局
長
外
松
監
督
監
（
明
治

三
六
年
一
二
月
に
制
度
が
変
わ
っ
て
主
計
監
）
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
経
済
情

（
Ⅱ
）

報
に
重
点
を
置
い
た
実
地
偵
察
を
計
川
、
陸
軍
三
等
監
督
高
山
嵩
（
以
下
高

山
監
督
と
略
す
）
に
朝
鮮
半
島
の
調
査
を
命
じ
た
。

高
山
監
督
は
、
千
葉
県
の
出
身
、
轆
重
兵
大
尉
か
ら
経
理
官
に
転
科
し
た

人
で
、
当
時
の
所
属
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
輔
重
兵
将
校
の
経
験
を

買
わ
れ
て
調
査
を
命
じ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
日
清
戦
争
の
従
軍
経

験
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
Ⅱ
鱒
戦
争
中
の
動
静
は
不
明
で
あ
る
が
、

戦
後
は
順
調
に
昇
進
し
師
団
の
経
理
部
長
、
陸
軍
経
理
学
校
校
長
等
を
歴
任
、

第
一
次
世
界
大
戦
で
は
独
立
第
一
八
師
団
経
理
部
長
と
し
て
青
島
攻
略
戦
に

参
加
、
主
計
監
（
少
将
）
ま
で
昇
進
し
て
い
る
。

高
山
監
督
が
外
松
経
理
局
長
か
ら
受
け
た
命
令
は
、
「
韓
国
内
物
資
調
査
報

告
書
」
か
ら
引
用
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
．

「
訓
令

貴
官
ハ
馬
山
浦
ヨ
リ
京
釜
南
路
ヲ
通
ジ
京
城
ヲ
経
テ
義
洲
一
一
至
ル
沿
道

各
地
二
於
ケ
ル
左
ノ
事
項
ヲ
調
査
シ
復
命
ス
ベ
シ

一
道
路
ノ
状
況
仏
シ
給
養
品
の
運
搬
ヲ
顧
慮
ス
ベ
シ

ニ
運
搬
具
及
運
搬
力
其
他
運
搬
二
係
ル
状
況

三
住
民
ノ
生
業
及
ビ
生
活
ノ
状
況

四
物
資
の
状
況
但
シ
軍
隊
給
養
品
の
調
達
ヲ
顧
慮
ス
ベ
シ

五
各
地
方
通
貨
ノ
状
況

￣

￣

－

－
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明
治
三
十
六
年
八
月
一
日

（
皿
）

陸
軍
省
経
理
局
長
外
松
孫
太
郎
」

命
令
を
受
け
た
高
山
監
督
は
、
以
下
の
日
数
と
経
路
で
朝
鮮
半
島
内
の
実

地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
明
治
一
一
一
六
年
八
月
二
一
日
、
釜
山
に
上
陸
し
、
京

釜
南
路
即
ち
馬
山
、
普
州
、
河
東
、
南
原
、
全
州
、
群
山
、
公
州
、
水
原
、

仁
川
等
を
経
て
京
城
に
至
り
史
に
京
義
街
道
即
ち
開
城
、
黄
洲
、
鎮
南
浦
、

平
壌
、
安
州
、
定
州
等
経
て
義
州
及
龍
岩
浦
地
方
に
到
達
し
た
。

帰
路
は
、
瀧
川
、
鉄
山
地
力
よ
り
博
川
地
方
を
経
て
平
壌
に
出
て
、
元
川

街
道
即
ち
江
來
、
成
川
、
長
林
岨
、
陽
徳
、
徳
源
を
経
て
九
月
二
八
Ⅱ
に
元

山
に
到
着
し
、
そ
の
ま
ま
帰
国
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
間
の
Ⅱ
数
は
約
四

七
日
、
陸
路
の
卸
離
は
約
四
百
皿
二
五
七
○
・
八
ｍ
）
、
一
日
平
均
人
里
半

（
三
三
・
四
ｍ
）
を
移
動
し
た
と
報
告
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
高
山
監
督

本
人
と
朝
鮮
人
の
案
内
人
、
皿
訳
、
耕
干
名
の
部
下
を
伴
っ
て
の
公
然
た
る

行
動
と
想
わ
れ
る
。

具
体
的
調
杏
要
領
は
高
山
鵬
督
が
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

「
道
路
ノ
如
キ
ハ
Ｈ
々
之
ヲ
行
進
シ
テ
其
難
易
ヲ
実
査
シ
タ
ル
ハ
勿
論

ナ
ル
モ
戸
数
運
搬
具
及
物
資
ノ
加
キ
ハ
統
計
的
観
念
ノ
皆
無
ナ
ル
朝
鮮

ニ
在
テ
ハ
確
賓
ト
認
ム
ベ
キ
材
料
ナ
キ
ヲ
以
テ
或
ハ
地
方
打
史
或
ハ
ｔ

民
中
桁
二
智
識
ア
ル
老
成
ハ
日
本
居
留
民
中
内
地
ノ
事
情
二
通
ズ
ル
モ

ノ
等
ノ
陳
述
ヲ
参
照
シ
尚
親
シ
ク
地
形
、
人
川
ノ
粗
密
、
輸
出
人
ノ
高
、

（
皿
）

集
散
ノ
状
況
、
田
畑
原
野
程
度
ヲ
判
断
セ
リ
」

高
山
監
督
は
、
釜
山
か
ら
京
城
と
平
壌
、
義
州
、
元
山
ま
で
の
経
路
を
実

際
に
自
分
の
目
で
見
て
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
朝
鮮
国
の
官
吏
、
住
民

及
び
日
本
人
居
留
民
か
ら
入
手
し
た
情
報
を
も
と
に
し
て
、
地
形
、
人
口
及

日
露
戦
争
と
陸
軍
経
理
部
（
二
（
高
橋
）

ぴ
物
資
の
状
況
を
調
査
し
た
。

高
山
監
督
が
調
査
し
た
経
済
情
報
に
つ
い
て
外
松
主
計
監
の
訓
令
の
項
目

に
基
づ
い
て
そ
の
概
要
を
説
明
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

当
時
の
軍
隊
は
徒
歩
ま
た
は
馬
で
移
動
す
る
の
で
道
路
の
状
況
、
人
畜
の

通
行
の
難
易
に
つ
い
て
の
情
報
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
河
川
交
通
の
情
報
も

必
要
で
あ
る
。

高
山
監
督
は
、
釜
山
・
京
城
間
の
京
釜
南
路
、
京
城
義
州
間
の
京
義
街
道

及
び
平
壌
元
山
間
の
元
山
街
道
を
蹄
破
し
、
道
路
中
途
の
主
要
な
都
市
・
集

落
を
調
査
し
て
、
部
隊
の
移
動
、
箙
將
品
の
輸
送
の
便
及
び
宿
螢
給
養
に
適

し
て
い
る
か
否
か
を
重
点
に
調
査
し
た
。
Ⅲ
時
に
蛎
津
江
、
錦
江
、
漢
江
、

大
同
江
及
び
鴨
緑
江
の
河
川
交
通
の
状
況
を
調
査
し
て
軍
事
上
の
輸
送
に
利

用
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と

第
２
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

地
域
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
が
、
道
路
の
状
況
は
一
般
に
悪
く
、
部
隊
が
移

動
す
る
た
め
に
は
な
ん
ら
か
の
補
修
作
業
が
全
線
に
わ
た
り
必
要
。
一
部
の

都
市
周
辺
は
比
較
的
物
資
が
豊
富
で
、
部
隊
の
給
養
は
可
能
で
あ
る
が
、
山

岳
部
の
集
落
で
は
、
貧
窮
の
た
め
物
資
も
乏
し
く
給
養
は
川
難
な
状
況
で
あ

る
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
各
地
と
も
術
営
は
川
難
な
の
で
天
幕
と
防
寒
典

の
準
備
は
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

軍
隊
の
輸
送
に
必
要
な
役
務
・
輸
送
下
段
を
現
地
調
達
す
る
た
め
に
は
、

当
該
地
域
で
は
ど
ん
な
輸
送
手
段
が
あ
り
、
お
よ
そ
ど
の
程
度
の
物
資
を
輸

送
す
る
こ
と
が
可
能
か
の
情
報
が
必
要
で
あ
る
。

朝
鮮
で
調
達
可
能
な
運
搬
具
は
、
牛
・
馬
・
牛
車
・
人
夫
の
四
種
類
で
あ

る
が
、
牛
と
人
夫
は
至
る
所
で
調
達
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ

－

－

一

一

一
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坦
邑
副
朴
雛
Ｉ
<
＋
H
二
Ｉ
ｐ
Ｉ
Ｄ

Ⅱ
曰

第
２
表
朝
鮮
半
島
の
交
通
状
況

１
道
路

距
離

２
河
川

大
l
u
i
I
江

３
鉄
道

※
出
典
前
掲
「
韓
国
内
物
資
調
査
報
告
書
」
（
1
9
0
3
）
よ
り
作
成
。

経
路

距
離

道
路
の
状
況

沿
道
の
地
形

宿
管
給
養
の
便

主
要
都
市
・
集
落

京
釜
南
路

馬
山
一
全
洲

約
５
５
里

約
２
１
６
ｋ
ｍ

頗
る
粗
悪
、
大
修
理
が
必
要
、
南

原
求
礼
間
に
険
阻
な
峠
あ
り
。

山
多
く
部
落
耕
地
山
間
に

錯
綜

○

一
般
に
貧
村
不
便
。

馬
山
、
晋
州
、
南
原
、
全
洲

京
釜
南
路

全
洲
一
京
城

約
５
５
里

約
２
１
６
ｋ
ｍ

概
ね
平
坦
、
小
修
理
に
よ
り
轆
重

車
・
野
砲
の
通
過
可
能
。

平
坦
、
田
畑
に
富
む
。

最
も
豊
饒
の
地
、
有
利
。

公
州
、
水
原
、
京
城
、
仁
川

京
義
街
道

京
城
一
義
州

約
1
2
0
里

約
4
7
1
ｋ
ｍ

一
般
に
平
坦
、
小
修
理
に
よ
り
野

砲
等
通
過
可
能
。

山
岳
､
平
野
一
様
な
ら
ず
。

平
壌
を
中
心
と
し
た
地
域
は

有
利
、
山
岳
部
は
困
難
。

開
城
、
平
壌
、
鎮
南
浦

元
山
平
壌
街

道

約
５
０
里

約
1
9
6
ｋ
ｍ

成
川
ま
で
轆
重
車
通
過
可
能
、
以

後
駄
馬
の
み
通
過
可
能
。

山
嶺
重
畳
河
)
|
|
迂
曲
、
耕

地
谷
間
の
痩
地
の
み
。

ほ
と
ん
ど
山
間
の
寒
村
、
給

養
困
難
。

成
川
、
陽
徳
、
元
山

河
川

状
況

軍
需
品
輸
送
上
の
価
値

轤
津
河

河
東
よ
り
求
礼
迄
１
０
０
石
積
位
の
河
舟
上
下
す
る
も
上
航
は
梢
や
困
難
な
り
。

錦
江

群
山
、
江
景
ま
で
百
噸
位
の
汽
船
往
復
す
而
し
て
其
上
流
公
洲
ま
で
に
は
２
０
０
石
積
位
の

河
舟
上
下
自
在
な
り
。

群
山
一
公
州
間
の
運
搬
に
便
利
。

漢
江

仁
)
|
|
、
京
城
及
開
城
の
間
８
０
噸
位
の
汽
船
往
復
す
こ
，

仁
川
一
京
城
及
び
仁
川
一
開
城
間
の
運
搬
に
便
利
.

大
同
江

鎮
南
浦
よ
り
平
壌
ま
で
１
０
０
噸
位
の
汽
船
往
復
す
．

鎮
南
浦
一
平
壌
間
の
運
搬
に
便
利
。

鴨
緑
江

江
口
よ
り
龍
岩
浦
ま
で
1
0
0
噸
位
の
汽
船
往
復
し
其
の
上
流
義
洲
ま
で
は
1
0
0
石
積
の
河

舟
上
下
す
。

鉄
道

状
況

京
釜
鉄
道

京
城
一
水
原
付
近
、
釜
山
一
密
陽
付
近
の
レ
ー
ル
敷
設
完
了
、
３
６
年
中
に
天
安
、
大
邸
ま
で
開
通
予
定
。
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う
に
道
路
の
状
態
が
粗
悪
な
の
で
輸
送
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。河
川
交
通
に
つ
い
て
は
、
蠣
津
河
、
錦
江
、
漢
江
、
大
同
江
及
び
鴨
緑
江

で
は
、
百
ト
ン
程
度
の
小
汽
船
や
百
石
積
程
度
の
ジ
ャ
ン
ク
船
が
相
当
存
在

す
る
が
、
河
川
と
主
要
道
路
が
平
行
し
て
い
な
い
の
で
、
軍
需
品
輸
送
上
の

利
点
は
少
な
い
。
但
し
群
山
、
仁
川
、
鎖
南
補
の
港
湾
と
京
城
、
開
城
、
平

壌
と
の
輸
送
連
絡
に
使
用
可
能
な
利
点
が
あ
る
。

京
釜
鉄
道
は
、
調
査
時
に
は
京
城
ｌ
水
原
、
釜
山
ｌ
密
陽
の
レ
ー
ル
の
敷

設
が
終
了
、
明
治
三
六
年
中
に
北
は
天
安
、
南
は
大
邸
ま
で
敷
設
さ
れ
る
と

推
測
し
て
い
る
。

輸
送
運
搬
典
の
能
力
は
駄
蛎
一
頭
Ⅶ
た
り
、
米
一
石
・
約
三
八
賞
Ⅱ
（
一

八
○
０
．
’
四
二
・
五
蛇
）
を
駄
載
し
一
Ｈ
平
均
五
里
（
’
九
・
六
ｍ
）
の

移
動
が
可
能
、
人
夫
一
名
は
米
三
斗
・
約
十
二
賞
Ⅱ
（
Ⅱ
川
４
．
四
五
蛇
）

を
負
い
一
日
平
均
約
六
里
（
二
三
・
八
ｍ
）
の
移
動
が
可
能
と
見
積
も
っ
て

（
Ｍ
）

い
る
。
ち
な
み
に
「
大
正
近
年
改
訂
作
戦
給
養
教
程
」
に
よ
れ
ば
、
馬
及

び
牛
の
負
担
瞳
は
二
四
頁
か
ら
三
六
質
、
人
の
負
担
瞳
は
状
況
に
よ
っ
て
異

な
る
が
六
貫
か
ら
一
二
賞
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
数
字
は
当
時
と
し
て
は

妥
当
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

作
戦
行
動
を
行
う
地
域
の
住
民
が
ど
の
よ
う
な
社
会
生
活
を
営
み
、
何
を

生
業
に
生
活
し
て
い
る
の
か
、
我
〃
に
好
意
的
で
あ
る
か
否
か
、
何
を
考
え

て
い
る
の
か
を
知
る
必
要
も
あ
っ
た
。

高
山
監
督
は
、
朝
鮮
国
に
居
住
す
る
、
朝
鮮
人
、
Ⅱ
本
人
、
中
国
人
、
欧

米
人
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
物
資
の
調
達
等
で
相
手
に
す
る

の
は
朝
鮮
人
と
日
本
人
の
み
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
朝
鮮
人
と
朝
鮮

Ⅱ
露
戦
争
と
陸
軍
経
理
部
（
二
（
問
橋
）

国
内
に
居
住
し
て
い
る
日
本
人
に
対
す
る
高
山
監
督
の
評
価
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
る
。

朝
鮮
人
に
対
す
る
高
山
監
督
の
評
価
を
引
用
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

「
彼
等
ハ
ー
般
二
無
知
賠
黒
ニ
シ
テ
殖
産
興
業
ノ
術
ヲ
知
ラ
ズ
又
獺
備

ニ
シ
テ
生
業
ヲ
励
マ
ズ
経
済
貯
蓄
ノ
観
念
ナ
シ
故
二
所
柵
其
ノ
Ⅱ
暮
シ

ノ
細
民
多
ク
慨
シ
テ
云
エ
バ
全
体
二
貧
弱
ナ
リ
只
、
所
々
二
少
数
ノ
大

地
主
ア
リ
三
百
石
ノ
乃
至
二
千
石
位
ノ
収
穫
米
ヲ
上
グ
ル
モ
ノ
ア
リ
然

シ
此
等
ノ
者
ハ
層
、
官
衙
ヨ
リ
徴
金
ヲ
要
求
セ
ラ
ル
ヲ
恐
レ
故
二
富
有

（
旧
）

ヲ
隠
蔽
、
ン
一
ア
外
見
ハ
矢
張
り
貧
民
体
ヲ
装
上
屑
し
り
」

朝
鮮
人
は
、
基
本
的
に
は
農
民
で
、
他
の
産
業
に
従
事
す
る
者
は
少
な
い
。

漁
業
も
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な
い
し
、
工
業
に
至
っ
て
は
見
る
べ
き
も
の
は
な

い
。
少
数
い
る
商
人
も
商
売
の
や
り
方
が
幼
稚
な
小
商
人
に
す
ぎ
な
い
。
彼

ら
は
無
知
で
無
気
力
な
怠
け
者
で
、
近
代
的
な
意
味
で
の
経
済
観
念
が
欠
如

し
た
貧
乏
人
が
大
部
分
を
し
め
る
。
一
部
の
崗
裕
牌
も
ｎ
Ｎ
政
府
の
搾
取
を

恐
れ
て
貧
し
い
よ
う
に
偽
装
し
て
い
る
あ
り
さ
ま
で
あ
る
と
観
察
し
て
い

る
。こ
の
内
容
は
、
明
治
二
七
年
か
ら
明
治
三
○
年
に
か
け
て
朝
鮮
を
旅
行
し

（
脳
）

た
英
国
人
女
性
イ
ザ
ベ
ー
フ
・
バ
ー
ド
に
よ
る
旅
行
記
「
朝
鮮
紀
行
」
の
朝
鮮

人
の
化
活
に
関
す
る
記
述
と
驚
く
ほ
ど
共
通
し
て
い
る
。
仇
し
、
向
山
監
督

の
非
好
意
的
態
度
に
比
べ
て
彼
女
の
朝
鮮
人
に
対
す
る
態
度
は
著
し
く
好
意

的
で
あ
る
。
し
か
し
朝
鮮
人
が
長
期
に
わ
た
る
自
国
政
府
に
よ
る
厳
し
い
搾

取
に
よ
っ
て
完
全
に
窒
息
し
無
気
力
状
態
に
陥
っ
て
い
る
様
子
が
描
写
さ
れ

て
い
る
点
で
は
両
者
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
。

二

五
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坦
昌
副
朴
鰍
Ｉ
<
＋
閂
p
l
c

|
Ⅱ
く

第
３
表
朝
鮮
半
島
で
入
手
可
能
な
給
養
品
一
覧
（
明
治
３
６
年
調
査
）

￣

品
名
｜

＿
’

大麦Ⅱ 品
名

品
質

生
産
量
・
輸
出
高
・
責

買
高

生
産
地

調
達
可
能
時
期

価
格

備
考

米

日
本
の
普
通
米
と
甲
乙

な
し

０

収
穫
法
・
精
製
法
粗
末

不
完
全
。

年
間
生
産
量
８
０
０
万

石
、
日
本
の
１
／
５
．

年
間
輸
出
高
７
５
万
石
。

洛
東
江
下
流
沿
岸

轤
津
江
沿
岸
地
方

錦
江
一
帯
、
戴
寧
、
三
和

博
)
|
|
、
鉄
山

そ
の
他
西
海
岸
の
地
域

、

１
０
月
～
１
月
供
給
力
大
、
２
月

～
５
月
三
分
の
一
に
減
少
、
６

月
～
９
月
供
給
力
な
し
。

開
港
場
の
貯
蔵
米
に
よ
り
７

～
８
月
の
調
達
可
能
。

玄
米
１
石
９
円

白
米
１
石
１
２
円

相
場
は
大
阪
米
市
場

と
の
比
較
で
地
域
に

よ
り
同
額
か
ら
３
円

5
0
銭
安
の
幅
あ
り
。

朝
鮮
内
地
の
玄
米
搗
精
の

方
法
不
完
全
の
た
め
、
開

港
場
の
搗
精
設
備
を
利
用

し
て
軍
隊
の
需
要
を
確
保

す
る
必
要
あ
り
。

大
麦

朝
鮮
人
自
身
の
見
解
に

よ
れ
ば
地
味
に
適
さ
な

い
○

生
産
量
少
な
い
｡
釜
山
、

群
山
、
仁
川
、
鎮
南
浦

で
そ
れ
ぞ
れ
３
千
石
の

責
買
あ
り
。

京
釜
南
路
で
は
普
州
､
河
東
、

全
州
、
公
州
付
近
。
京
義
街

道
で
は
鳳
山
が
多
い
。

収
穫
期
の
７
月
～
１
２
月
ま
で
。

１
石
４
円

８
月
か
ら
１
０
月
に
か
け

て
飯
料
の
繋
ぎ
に
食
用
に

す
る

０

馬
糧
と
し
て
利
用
す
る
な

ら
追
送
が
必
要
。

雑
穀

生
産
量
7
0
0
～
8
0
0
万

石

京
義
街
道
沿
線
の
鳳
山
、
黄

州
、
平
壌
、
安
州
で
豊
富
。

大
豆
、
小
麦
は
輸
出
。

粟
以
下
の
雑
穀
は
農
家
に
年
間

を
通
じ
て
備
蓄
あ
り
。

大
豆
１
石
５
円
、
小

麦
１
石
７
円
、
粟
１

石
４
円
、
稗
１
石
３

円
、
黍
１
石
５
円

大
豆
、
小
麦
、
粟
、
稗
、

黍
の
順
に
多
い
大
麦
に
代

わ
っ
て
馬
糧
の
代
用
に
適

当
｡

牛

朝
鮮
唯
一
の
特
産
物
。

到
る
所
に
豊
富

牛
肉
１
０
０
匁
６
銭

～
８
銭
､
牡
牛
４
０
円

～
５
０
円
、
牝
牛
２
０

円
～
３
０
円
、
子
牛
７

円
～
８
円

豚
京
義
間
・
平
元
間
梢
多
く
、

京
釜
間
少
な
し
。

豚
1
頭
３
円
～
５
円

鶏

全
道
各
所
に
飼
養
。

鶏
卵
１
個
６
厘
～
１

銭鶏
１
羽
４
０
銭
前
後

魚
類

鮮
魚
は
各
地
一
般
に
不

足
◎

明
大
魚
の
乾
物
・
塩
物

は
乏
し
か
ら
ず

○

釜
山
は
比
較
的
豊
富
？

魚
族
は
乏
し
く
な
い
の
で

漁
獲
方
法
を
確
立
す
れ
ば

需
要
を
充
た
せ
る
。
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Ⅶ’

〃

※
出
典
前
掲
「
韓
国
内
物
資
調
査
報
告
書
」
（
1
9
0
3
）
よ
り
作
成
。

|
｜
旱

□
鰭
募
稀
｣
J
麹
圏
単
討
壼
（
１
）
（
痙
窒
）

野
菜
類

大
根
・
白
菜

至
る
所
。

９
月
～
１
月
乏
し
か
ら
ず

０
東
京
地
方
の
半
値

１
f
t
物

臭
気
の
た
め
最
初
は
日

本
人
の
Ⅱ
杵
好
に
適
さ
な

い
が
慨
れ
れ
ば
美
１
床
し

い
の
で
利
用
可
能
。

朝
鮮
人
の
主
要
な
副
食
物
。

瓜
大
根
菜
豆
・
塩
・
泣
物

用
饗
が
あ
る
の
で
日
本
人

の
晴
好
に
合
う
漬
物
の
同

製
が
可
能
。

塩
至
る
所
乏
し
か
ら
ず
。

1
升
５
６
銭

|
床
噌

朝
鮮
の
も
の
は
不
味
〈

給
養
品
に
利
用
で
き
な

い
。

原
料
は
あ
る
の
で
自
製
す

れ
ば
給
養
可
能
。

醤１１１１
朝
鮮
人
の
も
の
は
使
用

で
き
な
い
。

釜
山
、
群
山
、
仁
I
l
l
、
鎮
南

浦
に
醸
造
家
あ
1
)
。

日
本
よ
}
)
安
い

現
地
自
製
品
を
利
用
す
れ

ば
給
養
可
能
。

酒

釜
山
、
群
山
、
仁
1
1
1
、
鎮
南

i
i
l
i
等
の
開
港
場
に
醸
造
家
あ

り
０

焼
酎
ｌ
升
５
０
銭

～
１
円

濁
酒
１
升
１
０
銭

～
１
５
銭
、
日
本
よ
}
）

安
い
。

原
料
安
価
、
酒
税
な
し

乾
草

純
情
の
乾
草
の
調
達
は

不
可
能

夏
季
に
時
間
が
あ
れ
ば
臨

時
に
製
造
可
能
。

雑
穀
の
茎
葉
で
代
用
可

能
。

藁
各
地
十
分
な
供
給
力
あ
Ｉ
)
。

１
０
月
～
３
月
容
易
、
そ
の
他
の

季
節
梢
困
難
。

燃
料

森
林
無
く
、
薪
炭
の
貯

蔵
す
る
習
慣
が
無
く
、

燃
料
の
供
給
困
難
。

南
原
京
城
間
、
京
義
間
、
平

壌
元
山
間
に
相
応
の
松
の
立

木
が
あ
る
。

炭
１
０
賞
９
０
銭
～
１

円薪
１
０
貢
３
５
銭
～
4
０

銭

事
前
に
給
養
部
で
薪
材
を

伐
採
す
る
か
、
部
隊
で
道

具
を
用
意
し
て
伐
採
す
れ

ば
給
養
可
能

飲
料
水

飲
料
水
の
確
保
可
能
。

井
戸
の
構
造
不
完
全
で
数
が

少
な
い
。

至
る
所
に
清
流
あ
り
。

釜
山
、
仁
I
l
l
、
鎮
南
i
i
l
i
等

の
海
岸
地
帯
は
飲
料
水
が

不
足
。
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明
治
三
六
年
当
時
、
朝
鮮
国
内
に
居
住
し
て
い
る
日
本
人
は
、
約
五
万
人

程
度
で
、
中
国
人
の
約
二
千
人
、
欧
米
人
の
六
○
人
に
比
べ
て
、
圧
倒
的
で

あ
っ
た
。
釜
山
、
馬
山
、
木
浦
、
群
山
、
江
景
、
仁
川
、
京
城
、
開
城
、
鎮

南
浦
、
平
壌
、
元
山
、
城
津
等
の
開
港
場
に
集
中
し
て
居
住
し
、
主
に
穀
物

商
、
雑
貨
商
、
売
薬
業
、
輸
送
業
、
労
働
者
等
で
あ
っ
た
。
一
部
に
資
産
を

有
し
信
川
で
き
る
商
人
が
い
る
も
の
の
、
大
部
分
は
信
用
で
き
な
い
投
機
的

事
業
者
・
内
地
で
の
失
敗
者
で
、
物
資
の
調
達
に
利
用
す
る
に
は
注
意
が
必

要
と
評
価
し
て
い
る
。

作
戦
地
域
に
お
い
て
部
隊
が
行
動
す
る
の
に
必
要
な
糧
秣
等
が
現
地
に
お

い
て
調
達
可
能
か
否
か
は
、
あ
ら
か
じ
め
調
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

場
合
に
よ
っ
て
は
作
戦
の
成
否
に
影
響
す
る
。
食
料
船
等
の
生
産
状
況
と
流

通
組
織
、
商
慣
行
等
の
情
報
も
必
要
に
な
る
。
ま
た
補
給
施
設
を
開
設
す
る

た
め
、
物
資
が
保
衿
可
能
な
建
物
の
確
保
も
必
要
で
あ
る
。

朝
鮮
半
島
で
入
手
可
能
な
給
養
品
に
つ
い
て
高
山
監
督
の
調
査
し
た
詳
細

は
第
３
表
に
ま
と
め
た
が
、
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

朝
鮮
国
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農
産
物
と
し
て
、
米
、
大
麦
、
小
麦
、
大

豆
、
粟
、
稗
、
黍
を
上
げ
、
特
に
主
食
で
あ
る
米
を
重
視
し
て
、
生
産
地
、

輸
出
の
状
況
、
品
質
、
精
米
の
能
力
、
取
引
相
場
、
季
節
に
応
じ
た
調
達
可

能
量
に
つ
い
て
詳
細
の
調
査
し
て
い
る
。

（
〃
）

副
食
物
に
使
用
可
能
な
、
牛
、
鶏
、
魚
、
生
野
菜
、
漬
物
、
塩
、
味
噌
、

酒
等
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
調
達
可
能
と
評
価
し
て
い
る
。

軍
馬
・
駄
馬
の
食
料
に
な
る
乾
草
の
調
達
に
つ
い
て
は
、
梢
困
難
で
あ
る

が
、
雑
穀
の
茎
葉
で
代
用
可
能
と
判
定
し
て
い
る
。

燃
料
（
こ
こ
で
云
う
燃
料
と
は
、
暖
房
用
・
炊
事
用
の
燃
料
の
こ
と
）
の

法
政
史
学
第
六
十
五
号

調
達
は
、
森
林
が
少
な
い
こ
と
、
薪
炭
を
貯
蔵
す
る
習
慣
が
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
困
難
な
の
で
、
部
隊
で
予
め
採
薪
器
具
を
準
備
し
、
松
の
立
ち
木
を
伐

採
し
て
薪
に
し
て
部
隊
の
需
要
を
充
た
す
必
要
が
あ
る
。

飲
料
水
に
つ
い
て
は
、
井
戸
の
構
造
が
不
完
全
な
上
、
数
も
十
分
で
な
い

の
で
大
部
隊
の
需
要
を
充
た
す
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
経
路
上
に
あ
る
清
流

の
水
を
利
用
で
き
る
の
で
海
岸
以
外
で
は
飲
料
水
の
確
保
は
可
能
と
し
て
い

る
。ま
た
、
補
給
施
設
を
開
設
す
る
た
め
の
利
用
可
能
な
施
設
に
つ
い
て
は
、

固
有
の
穀
物
倉
庫
が
な
い
の
で
、
各
地
に
あ
る
役
所
の
付
属
建
築
物
等
を
利

用
す
れ
ば
確
保
可
能
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
朝
鮮
国
内
で
物
資
を
調
達
す
る
に
当
た
っ
て
の
具
体
的
留
意
事

項
と
し
て
、
朝
鮮
人
に
は
自
国
政
府
に
よ
る
長
年
の
圧
制
と
搾
取
の
結
果
、

そ
も
そ
も
近
代
的
な
意
味
で
法
律
や
契
約
を
尊
重
す
る
と
い
う
概
念
が
な

く
、
猜
疑
心
が
異
常
に
強
い
た
め
、
強
制
的
に
徴
発
を
行
お
う
と
す
れ
ば
、

掠
奪
と
看
倣
き
れ
て
、
知
略
を
尽
く
し
て
巧
妙
に
物
資
を
隠
さ
れ
て
し
ま
う
。

（
昭
）

実
際
、
Ⅱ
情
戦
争
の
時
、
一
兀
山
枝
隊
が
強
制
徴
発
を
行
お
う
と
し
た
が
全
く

成
果
が
な
か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
円
満
に
協
定
を
結
ん
で
物
資
を
購
入
し
よ

う
と
す
る
の
も
全
く
時
間
の
無
駄
で
あ
り
、
最
良
の
方
法
は
正
常
な
代
価
で

物
資
を
買
い
上
げ
る
こ
と
を
提
案
し
、
物
資
を
差
し
出
さ
な
け
れ
ば
厳
罰
を

課
す
と
威
嚇
し
、
物
資
を
供
出
し
た
者
に
は
正
確
に
代
価
を
支
払
っ
て
買
い

上
げ
る
強
制
購
買
が
最
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

物
資
を
調
達
す
る
際
、
郡
守
等
の
地
方
官
吏
は
住
民
に
対
し
て
事
実
上
無

制
限
の
権
力
を
行
使
し
て
い
る
の
で
、
彼
ら
の
権
力
を
利
用
す
る
方
法
は
有

効
で
は
あ
る
が
、
物
品
の
受
け
渡
し
と
代
金
の
支
払
に
彼
ら
を
決
し
て
関
与

－

－

八
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朝鮮半島における通貨の状況（明治３６年調査）第４表

日
露
戦
争
と
陸
軍
経
理
部
（
二
（
高
橋
）

※出典前掲「韓国内物資調査報告書」（1903）より作成。

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
腐
敗
し
て
い
る
の

で
代
金
を
着
服
横
領
し
て
、
そ
の
結
果
軍
隊
が
住
民
の
恨
み
を
買
う
結
果
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
人
商
人
を
利
用
す
る
の
に
も
注
意
が
必
要
と
し
て

い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
日
清
戦
争
時
に
京
城
・
仁
川
の
悪
質
な
Ｈ
本
人
商

人
が
軍
隊
の
名
を
駆
っ
て
、
朝
鮮
人
を
強
迫
し
て
法
外
な
安
値
で
米
を
買
い

集
め
、
こ
れ
を
軍
隊
に
売
り
つ
け
て
暴
利
を
む
さ
ぼ
っ
た
結
果
、
軍
隊
が
恨

ま
れ
る
事
態
に
陥
っ
た
事
例
を
上
げ
て
い
る
。
高
山
監
督
は
、
日
本
人
商
人

に
調
達
を
請
け
負
わ
せ
ず
に
、
彼
ら
を
日
給
で
雇
い
、
軍
隊
の
指
揮
下
で
働

か
せ
る
方
法
を
提
案
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
清
戦
争
時
に
清
国
の
軍
隊
が
朝
鮮
で
掠
奪
を
働
い
た
の
に
対

し
て
、
日
本
の
軍
隊
は
調
達
し
た
物
胎
の
代
金
は
勿
論
、
雇
用
し
た
人
夫
の

賃
金
、
宿
舎
料
ま
で
正
当
に
支
払
っ
た
の
で
、
朝
鮮
人
か
ら
一
定
の
信
用
を

得
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
こ
の
こ
と
が
朝
鮮
図
内
で
の
補
給
物
資
の
調
達
を

有
利
に
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
朝
鮮
で
は
商
業
が
余
り
発
達
し

て
お
ら
ず
、
物
資
を
貯
蔵
し
て
お
く
こ
と
が
余
り
な
い
、
物
口
叩
の
Ⅲ
質
も
悪

く
、
さ
ら
に
輸
送
交
通
の
便
も
悪
い
の
で
、
現
地
調
達
は
刷
難
で
あ
る
。
適

時
適
切
に
軍
隊
の
需
要
を
充
足
す
る
た
め
に
は
、
時
間
の
余
裕
、
担
当
者
の

努
力
及
び
適
当
な
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

現
地
で
物
資
や
役
務
を
調
達
す
る
場
合
、
必
ず
支
払
い
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
略
奪
な
ど
を
し
て
住
民
の
恨
み
を
買
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
現
地
で
通
用
し
て
い
る
通
貨
や
物
価
に
つ
い
て
の
情
報
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
正
貨
流
出
防
止
の
た
め
軍
用
手
票
を
発
行
し
て
支
払
い
に
使
用
し
、
軍

の
後
方
に
交
換
所
を
設
置
し
て
軍
票
を
回
収
す
る
必
要
が
あ
る
。

朝
鮮
国
内
に
お
い
て
、
物
資
を
調
達
す
る
た
め
に
は
、
朝
鮮
国
内
に
流
通

二

九

種類 価値・交換レート 通用地域 備考

韓銭

(一文銭）

民間の流通において本位

貨幣。

１００文＝１４銭～１５銭

慶尚、全羅、江原、成鏡

(元山、釜'11,馬111、木浦、

大邸､全洲等に至る地方）

鋳造廃止のため流通高に

限り、出納上の計算、格

納、運搬に不便。

白銅貨

(二銭五分）

現行の制定貨幣、信Ⅱ]低

い。本来は１個で５銭に

相当､実際は４個で１０銭

の価値、ｌ例で２銭５厘

～２銭６厘。

京畿、忠清、黄海、平安

(群山、公洲､京城､平壌、

義洲等に至る地方）

韓[副造幣局に500万円位

貯蔵。容積重量かきみ多

額の使用に不便。

第１銀行券.

日本銀行券及

ぴ日本貨幣

紙幣は一部の朝鮮政府の

機関と少数の韓人が信用

して受領する。金貨・補

助貨幣の信用は低い。

釜山、馬山、木浦、群１１１ 、

京城、仁川等の日本入居

留地がある場所で通用。

韓銭と白銅貨は取引に不

便なため|]本紙幣の通用

が韓人の間で拡大中。

日本|日円銀 韓人は自国の白銅貨より

信用している。

元山より平壌、義洲に亘

る地方。

日清戦争を契機に通用。

露貨（ロシア帝

国の通貨）

銀貨・紙幣が信用されて

いる ○

成鏡道の北部即ち慶興地

方で通１１]。
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し
て
い
る
通
貨
の
状
況
に
つ
い
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
朝
鮮
で
通
用

し
て
い
る
通
貨
は
、
朝
鮮
政
府
発
行
の
韓
銭
二
文
銭
）
と
白
銅
貨
、
日
本

の
紙
幣
と
貨
幣
及
び
ロ
シ
ア
の
紙
幣
と
貨
幣
が
あ
る
。
高
山
監
督
の
調
査
結

果
は
第
４
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
概
要
を
説
明
す
る
と
、
朝
鮮
政
府
発

行
の
一
文
銭
と
白
銅
貨
は
品
質
が
粗
悪
で
価
値
が
下
落
し
て
い
る
の
で
、
自

国
民
か
ら
も
あ
ま
り
信
用
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
の
勢
力
が
浸
透
す
る
過
程

で
取
引
に
便
利
な
た
め
日
本
の
紙
幣
の
通
用
が
拡
大
中
、
ま
た
ロ
シ
ア
の
勢

力
が
浸
透
し
て
い
る
朝
鮮
北
部
で
、
ロ
シ
ア
の
通
貨
が
通
用
し
て
い
る
状
態

で
あ
る
。

ち
な
み
に
高
山
監
督
が
調
査
し
た
明
治
三
六
年
一
○
月
現
在
の
朝
鮮
の
物

価
は
第
５
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
差
異
は
あ
る
が
、
Ⅱ
本
に

比
べ
て
一
割
か
ら
二
割
安
い
が
、
日
本
か
ら
の
輸
入
船
は
割
高
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

高
山
監
督
は
、
軍
隊
が
朝
鮮
で
物
資
・
役
務
の
調
達
に
対
し
て
支
払
を
す

る
場
合
、
韓
銭
・
白
銅
貨
を
使
用
す
る
な
ら
ば
、
容
積
、
重
量
が
嵩
み
不
便

な
の
で
、
軍
用
手
票
を
発
行
し
て
支
払
に
使
用
し
、
金
庫
派
出
所
を
後
方
に

設
置
し
て
韓
人
の
要
求
に
従
っ
て
韓
銭
・
白
銅
貨
ま
た
は
日
本
の
通
貨
と
交

換
す
る
案
を
提
案
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
一
○
銭
、
五
○
銭
、
｜
円
、
五

円
、
一
○
円
の
五
種
類
の
軍
票
を
発
行
し
、
一
○
銭
以
下
の
取
引
に
は
韓
銭
、

白
銅
貨
を
両
替
し
て
使
用
す
る
案
を
提
案
し
て
い
る
。

軍
用
手
票
（
軍
票
）
が
発
行
さ
れ
る
理
由
は
、
当
時
の
通
貨
制
度
が
金
本

位
制
で
あ
り
、
外
国
で
の
調
達
を
免
換
紙
幣
で
支
払
っ
た
場
合
、
正
貨
が
流

出
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
支
払
に
硬
貨
を
使
用
し
た
場
合
、

保
管
、
運
搬
、
出
納
等
が
不
便
に
な
る
の
で
、
後
日
現
金
と
引
換
可
能
な
文

法
政
史
学
第
六
十
五
号

払
証
書
と
し
て
の
軍
票
を
使
用
し
た
方
が
事
務
処
理
上
便
利
で
あ
る
と
の
理

由
も
あ
る
。

軍
票
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
開
戦
直
前
の
明
治
三
七
年
二
月
六
日
に

「
軍
用
切
符
発
行
に
関
す
る
閣
議
案
」
及
び
「
軍
用
切
符
取
扱
順
序
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
て
一
○
銭
、
二
○
銭
、
五
○
銭
、
一
円
、
五
円
、
一
○
円
の
六

種
類
の
軍
用
切
符
が
発
行
さ
れ
た
。
当
初
一
億
円
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
明

（
円
）

治
一
二
八
年
八
月
一
日
ま
で
一
億
四
八
四
一
万
円
に
達
し
た
。

現
地
で
経
済
情
報
を
直
接
収
集
す
る
場
合
、
調
査
者
が
直
接
観
察
し
自
ら

経
験
し
た
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
し
て
、
野
戦
給
養
を
実
施
す
る
た
め
の

具
体
的
で
適
切
な
業
務
の
実
施
要
領
を
示
し
て
や
る
必
要
が
あ
る
。
現
地
で

部
隊
が
実
際
に
兵
姑
業
務
を
実
施
す
る
に
当
た
り
必
要
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。高
山
監
督
は
給
養
経
理
上
一
般
の
観
察
事
項
と
し
て
以
下
の
点
を
指
摘
し

て
い
る
。

朝
鮮
国
内
で
は
、
二
個
師
団
か
ら
三
個
師
団
の
給
養
が
可
能
な
物
資
を
調

達
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

出
納
官
吏
等
が
日
本
国
内
と
同
じ
よ
う
に
朝
鮮
人
に
対
し
て
領
収
証
書
等

の
提
出
を
求
め
る
の
は
朝
鮮
国
内
の
状
況
か
ら
無
意
味
で
あ
り
、
支
払
証
明

を
も
っ
て
代
え
る
べ
き
で
あ
る
。
形
式
的
な
事
務
処
珊
は
止
め
て
、
ま
ず
事

実
の
証
明
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

朝
鮮
の
物
資
を
利
用
す
れ
ば
、
比
較
的
安
価
に
物
資
を
調
達
す
る
こ
と
が

で
き
、
経
費
を
節
減
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

朝
鮮
国
内
の
物
資
を
調
達
し
て
代
金
を
支
払
え
ば
、
正
貨
流
出
の
不
利
は

あ
る
が
、
金
を
手
に
し
た
朝
鮮
人
は
結
局
日
本
製
品
を
買
う
こ
と
に
な
る
の

○
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第５表朝鮮内地の物価（前３ケ年平均標準）（明治３６年１０１j調査）

日
露
戦
争
と
陸
軍
経
理
部

高
橋

出典前掲「韓国内物資調査報告書」（1903）附表第二号より作成。

物件 llli格（１１本貨）

韓銭１００文 １４銭～１５銭５厘

白flil貨１個 2銭５１Ll(～２銭６厘

円銀１個 ８５銭～９０銭

玄米１石 ９円代

白米１石 １２円代

大麦１石 ４１'j代

大豆１石 ５円代

小麦１石 ７}ｌ代

玄粟１石 ４１１１代

玄稗１石 ３１]]代

玄黍１石 ５円代

炭１０賞目 ９０銭～１１Ⅱ

薪１０賞目 ３５銭～４０銭

牛肉１００匁 6銭～８銭

牡牛１頭 ４０円～５０円

牝牛１頭 201Ⅱ～３０円

小牛１頭 ７円～８１１１

生牛皮１枚 ４円～５円

豚1頭 ３円～５円

鶏卵１個 61-里～1銭

鶏１羽 ４０銭前後

野菜類 不定なるも東京地方の約半額

塩１ ５６銭

人夫 日給 30銭～40銭（食事は自弁）

駄牛１１１雇切、馬夫共 1円５０銭～２１１］

同日本里程１里 ２２銭～３０銭

駕篭１１１雇切 ２１]]～２１Ⅱ５０銭

同日本里程ｌ里 ３５銭～５０銭

飯代ｌ食 １５銭～２５銭

焼酎１升 ５０銭～１円

燭ilmil １０銭～１５銭

備考
１度量衡は一定しないため日本のものに換算されている

２相場は齊通の標準のものを採用
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で
、
日
韓
の
貿
易
を
促
進
し
、
戦
争
に
よ
る
損
失
を
幾
分
か
回
収
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

高
山
監
督
は
、
こ
の
報
告
書
で
、
陸
軍
経
理
部
が
朝
鮮
半
島
で
野
戦
給
養

を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
経
済
情
報
を
詳
細
に
収
集
し
、
的
確
に
分
析
し

て
報
告
し
て
い
る
。
一
方
で
こ
の
報
併
は
、
急
い
で
ま
と
め
ら
れ
た
た
め
か
、

川
語
の
使
用
が
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
式
の
報
告
文
書
と
し
て
は
例
を
見

な
い
ほ
ど
個
人
と
し
て
の
感
想
が
混
じ
っ
た
感
情
過
多
な
表
現
が
散
見
さ
れ

る
。
ま
た
現
代
の
基
準
で
は
不
適
切
な
表
現
が
多
々
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
、
対
露
開
戦
を
控
え
た
当
時
の
陸
軍
経
理
官
の
危
機
感
、
焦
燥
感

が
生
々
し
く
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
陸
軍
経
理
官
の
気
風
と
し
て
、
経
済
、
金
融
に
詳
し
く
物
事
を
合

理
的
か
つ
科
学
的
に
観
察
し
て
行
動
す
る
反
面
、
非
常
に
辛
辣
で
容
赦
な
い

見
方
を
す
る
面
が
あ
る
。
そ
の
気
風
が
日
露
戦
争
前
に
、
す
で
に
現
れ
て
い

る
こ
と
は
興
味
深
い
。

ロ
シ
ア
極
東
地
方
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
ア
ジ
ア
経
略
の
策
源
地
で
あ
り
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
と
連
絡
さ
れ
て
い
る
。
対
露
戦
略

上
、
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
経
済
怖
報
の
人
手
は
絶
対
必
要
で
あ
る
。

明
治
二
五
年
か
ら
二
六
年
に
か
け
て
の
福
島
安
正
に
よ
る
シ
ベ
リ
ア
単
騎

横
断
は
大
変
有
名
で
あ
る
が
、
明
治
三
四
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
、
陸
軍

（
卯
）

｜
二
等
監
督
濱
名
寛
祐
が
ロ
シ
ア
極
東
地
方
で
経
済
情
報
の
収
集
に
当
た
り
、

明
治
三
五
年
に
情
報
収
集
中
に
ロ
シ
ア
軍
に
逮
捕
ざ
れ
明
治
一
一
一
七
年
ま
で
ウ

ラ
ル
地
方
で
多
数
の
民
間
人
と
と
も
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
余
り
知
ら

法
政
史
学
第
六
十
五
号

四
涜
名
寛
祐
に
よ
る
ロ
シ
ア
極
東
地
方
等
の
調
査

一一一一一

（
皿
）

れ
て
い
な
い
。

濱
名
寛
祐
は
、
静
岡
県
の
出
身
と
）
（
｛
」
れ
て
い
る
が
、
本
人
の
一
一
一
一
口
に
よ
れ
ば

元
治
元
年
江
戸
四
谷
の
生
ま
れ
と
い
う
“
明
治
二
一
年
六
月
三
○
ｎ
口
に
三
等

軍
吏
（
少
尉
）
に
な
り
、
日
清
戦
争
に
従
軍
し
て
金
鶉
勲
章
功
四
級
を
授
与

」
）
一
（
」
れ
て
い
る
。
明
治
三
四
年
三
月
、
金
沢
の
第
九
師
阻
監
督
部
に
監
督
補
（
大

尉
）
と
し
て
所
属
し
て
い
た
時
に
、
鱗
語
及
び
兵
要
地
理
学
研
究
の
た
め
と

称
し
て
、
一
年
間
の
休
暇
と
ロ
シ
ア
へ
の
渡
航
を
陸
軍
省
に
．
申
請
し
た
。
こ

れ
は
誰
か
に
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
●
ｎ
発
的
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

明
治
三
四
年
の
段
階
で
軍
内
に
対
露
脅
威
感
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ

（
皿
）

せ
る
。
、
し
か
し
、
当
時
の
陸
軍
省
経
理
局
長
監
督
総
監
野
田
諮
通
は
、
政
治

的
な
背
景
を
疑
っ
て
こ
れ
を
許
可
し
な
か
っ
た
。

明
治
三
四
年
囚
月
一
五
日
に
、
野
田
監
督
総
監
が
予
備
役
に
な
り
、
経
理

局
第
一
課
長
外
松
一
等
監
督
が
、
監
督
濫
に
昇
任
し
て
経
理
局
長
に
就
任
し

た
の
を
機
に
、
外
松
監
督
監
か
ら
一
年
の
休
暇
と
留
学
は
許
可
さ
れ
、
四
Ⅱ
一

三
○
Ⅱ
付
で
正
式
に
陸
軍
省
か
ら
許
可
が
下
り
た
。
即
日
外
務
省
に
旅
券
を

Ⅲ
，
諸
し
、
「
潮
野
押
之
介
」
の
偽
名
で
旅
券
を
取
得
。
五
月
七
Ⅱ
に
七
尾
港
か

ら
川
港
し
て
、
九
日
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
到
着
、
ロ
シ
ア
に
入
国
し
て
い

『”（一一○本
人
は
●
ｎ
ら
の
著
書
の
巾
‐
で
、
ｎ
分
は
陸
流
か
ら
い
か
な
る
命
令
も
受
け

て
い
な
い
し
、
間
諜
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
が
、
外
松
局
長
か
ら
な
ん

ら
か
の
指
示
を
受
け
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
濱
名
監

督
は
明
治
三
七
年
一
一
一
月
六
日
に
無
事
帰
国
し
、
戦
後
は
順
調
に
累
進
し
、

師
団
の
経
理
部
長
等
を
務
め
主
計
監
ま
で
昇
進
し
て
い
る
。

濱
名
監
督
が
、
外
松
局
長
か
ら
受
け
た
指
令
は
基
本
的
に
は
、
高
山
監
督
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が
受
け
た
も
の
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
極
東
地
方
は
ロ
シ
ア
帝
国

の
ア
ジ
ア
経
略
の
策
源
地
で
あ
り
、
対
露
戦
略
上
、
こ
の
地
域
の
情
報
の
入

手
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
が
、
ｎ
本
の
勢
力
が
及
ん
で
い
る
朝
鮮
国
と
は
違

い
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
領
土
で
あ
る
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
地
方
を
日
本
の
軍
人
が

公
然
と
活
動
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
駐
在
武
官
を
通
じ
て
の
情
報
活
動

に
も
限
界
が
あ
り
、
身
分
を
隠
し
て
の
潜
入
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
有

能
で
な
い
人
間
は
派
遣
で
き
な
い
が
、
そ
こ
に
ち
ょ
う
ど
意
欲
Ｉ
分
な
人
間

が
名
乗
り
を
あ
げ
て
き
た
上
に
、
Ⅱ
補
職
争
の
従
軍
経
験
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
許
可
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

濱
名
監
督
は
、
明
治
三
四
年
五
月
几
Ｈ
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
上
陸
、
ウ

ス
リ
ー
河
と
黒
龍
江
沿
い
に
移
動
し
て
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
、
チ
タ
を
経
て
、

同
年
七
月
に
は
イ
ル
ク
ー
ッ
ク
に
現
れ
、
同
地
で
写
真
店
を
経
営
し
て
い
た

Ⅱ
本
人
と
接
触
、
さ
ら
に
自
ら
の
正
体
を
隠
し
て
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
の
ロ
シ

ア
貴
族
に
懇
請
し
て
、
ロ
シ
ア
正
教
会
へ
入
信
し
、
総
督
か
ら
身
分
証
明
書

を
入
手
し
て
い
る
。
さ
ら
に
露
清
国
境
の
キ
ャ
フ
タ
と
責
買
城
を
視
察
し
再

び
シ
ル
カ
河
・
黒
龍
江
経
由
で
ブ
ラ
ゴ
ベ
ン
チ
ェ
ン
ス
ク
に
現
れ
、
明
治
三

五
年
の
元
旦
を
過
ご
し
た
。
さ
ら
に
寒
中
を
賜
橇
で
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
移
動
、

呼
び
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
潜
入
し
、
さ
ら
に
密
か
に
露
清
脚
境
を
突
破
し
て

澗
凶
の
峪
鯛
費
に
現
れ
た
。

略
爾
賓
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
は
、
明
治
三
五
年
一
一
一
月
か
ら
川
川
に
か
け

て
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
濱
名
三
等
監
督
が
明
治
一
一
一
五
年
三
月
一

九
日
付
で
「
私
費
留
学
延
期
願
」
を
陸
軍
大
臣
宛
に
提
出
し
、
同
年
四
月
一

八
日
付
で
陸
軍
大
臣
の
決
裁
を
受
け
て
私
費
留
学
の
一
年
延
長
が
許
可
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
証
す
る
文
書
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
敵
国

日
露
戦
争
と
陸
軍
経
理
部
二
）
（
高
橋
）

（
”
）

大
横
断
記
の
記
述
の
真
実
性
を
裏
付
け
て
い
る
。

そ
の
後
、
再
び
松
花
江
・
黒
龍
江
を
下
っ
て
ニ
コ
ラ
イ
フ
ス
ク
に
到
着
、

こ
こ
か
ら
樺
太
に
渡
航
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
沿
海
州
の
沿
岸
を
調

査
し
て
一
一
一
度
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
潜
入
し
た
。

明
治
三
五
年
七
月
囚
Ｈ
、
濱
名
監
督
は
売
薬
商
人
に
変
装
し
、
二
名
の
民

間
人
を
伴
っ
て
、
沿
海
州
の
南
端
の
中
国
と
朝
鮮
の
川
境
近
く
の
ポ
セ
ッ
ト

要
塞
付
近
で
、
図
椚
江
（
豆
満
江
）
を
渡
り
滴
川
の
鰍
春
に
向
か
お
う
と
し

（
別
）

た
と
こ
ろ
を
、
ロ
シ
ァ
ボ
斥
候
に
逮
抽
」
ど
れ
た
。

濱
名
監
督
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
連
行
さ
れ
て
取
り
調
べ
を
受
け
た
が
、

ロ
シ
ア
側
は
当
初
か
ら
彼
が
日
本
軍
の
将
校
で
ス
パ
イ
活
動
を
行
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
強
く
疑
っ
て
お
り
、
様
々
な
策
を
弄
し
て
自
白
を
迫
っ
た

が
、
濱
名
監
督
は
、
あ
く
ま
で
自
分
は
民
間
人
で
唯
の
売
薬
商
人
だ
と
言
い

張
っ
た
。

結
局
武
器
及
び
文
書
等
の
決
定
的
な
証
拠
も
所
持
し
て
な
か
っ
た
た
め
、

特
別
任
務
班
の
横
川
省
三
や
沖
禎
介
の
よ
う
に
処
刑
さ
れ
る
こ
と
は
免
れ

た
。し
か
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
チ
タ
、
及
び
ネ
ル
チ
ン

ス
ク
の
監
獄
を
蝋
Ⅲ
し
に
さ
れ
、
妓
終
的
に
多
数
の
民
間
人
と
共
に
ト
ム
ス

ク
経
川
で
ウ
ラ
ル
地
力
の
ペ
ル
ミ
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
淘
時
、
ロ
シ

ア
極
東
地
方
に
は
一
般
労
働
背
、
商
人
、
酌
婦
等
と
し
て
多
数
の
日
本
人
が

在
留
し
て
い
た
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
居
た
日
本
人
は
日
露
開
戦
と
共
に
引

揚
船
で
帰
国
し
た
が
、
内
陸
部
の
ブ
ラ
ゴ
ベ
ン
チ
ェ
ン
ス
ク
、
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
、
ニ
コ
ラ
イ
フ
ス
ク
、
サ
ハ
リ
ン
等
に
在
留
し
て
い
た
日
本
人
は
帰
国
の

機
会
を
失
い
、
ロ
シ
ア
側
に
抑
留
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
ロ
シ
ア
の
実
質

＝
一

一

＝
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的
支
配
下
に
あ
っ
た
満
州
で
逮
捕
さ
れ
た
者
も
少
な
く
な
く
、
朝
鮮
北
部
で

コ
サ
ッ
ク
兵
に
逮
捕
さ
れ
た
者
も
い
た
。
こ
れ
ら
の
日
本
人
は
、
シ
ベ
リ
ア

総
督
の
命
令
に
よ
り
、
ト
ム
ス
ク
経
由
で
ウ
ラ
ル
地
方
に
移
送
さ
れ
た
。
彼

（
躯
）

ら
の
大
部
分
は
民
間
人
で
あ
っ
た
が
、
ロ
、
ン
ア
側
は
彼
ら
に
よ
る
ス
パ
イ
行

為
や
破
壊
工
作
を
恐
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
民
の
保
護
に
つ
い
て
の
国
際
的

な
条
約
が
整
備
さ
れ
た
の
は
第
二
次
大
戦
後
で
あ
り
、
Ⅱ
露
戦
争
の
時
点
で

は
抑
留
さ
れ
た
交
戦
国
の
民
間
人
の
地
位
は
暖
昧
で
あ
り
、
流
刑
囚
に
準
じ

た
取
扱
い
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
組
織
的
な
虐
待
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

そ
の
処
遇
は
人
道
的
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
あ
っ
た
。
ウ
ラ
ル
地
方
に
抑

留
さ
れ
た
日
本
人
は
八
四
二
名
に
ｋ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
米
国
政
府
の
仲

介
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
政
府
が
出
川
を
許
可
し
、
明
治
三
七
年
一
○
Ⅱ
一
一
一
Ⅱ
に

独
逸
に
出
国
、
同
年
一
○
月
二
囚
日
ブ
レ
ー
メ
ン
を
出
港
、
’
二
月
六
日
に

長
崎
に
全
員
が
帰
国
し
た
。
濱
名
監
督
は
翌
七
日
、
一
同
解
散
の
後
、
東
京

に
向
け
て
出
発
、
野
戦
経
理
長
官
外
松
主
計
監
の
下
に
報
告
の
た
め
出
頭
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

濱
名
監
督
は
、
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
束
シ
ベ
リ
ア
、
沿
海
州
及
び
樺
太
に

お
い
て
、
陸
軍
経
理
部
が
野
戦
給
養
を
実
施
す
る
の
に
必
要
な
、
物
資
、
輸

送
手
段
等
の
現
地
調
達
の
可
能
度
、
道
路
、
鉄
道
及
び
河
川
交
通
の
状
況
、

主
要
な
都
市
・
集
落
に
お
け
る
宿
徴
、
給
養
の
可
能
度
及
び
通
貨
の
状
況
等

の
経
済
情
報
を
収
集
、
分
析
し
て
報
告
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
前
述
し

た
「
私
費
留
学
延
期
願
」
の
中
に
そ
の
一
端
が
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
濱

名
監
督
は
、
兵
姑
に
お
け
る
黒
龍
江
等
の
河
川
交
通
の
重
要
性
が
満
洲
鉄
道

開
通
に
よ
っ
て
低
下
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
」

ロ
シ
ア
軍
に
逮
捕
さ
れ
る
以
前
に
収
集
し
た
経
済
情
報
は
、
現
地
の
日
本

法
政
史
学
第
六
十
五
号

開
戦
前
、
政
府
及
び
軍
の
上
層
部
で
は
、
来
る
べ
き
対
露
戦
争
は
、
Ⅱ
情

戦
争
と
何
様
に
主
戦
場
が
朝
鮮
半
沁
で
、
朝
鮮
に
侵
入
し
て
き
た
ロ
シ
ア
噸

（
幻
）

を
Ⅱ
本
軍
が
迎
菖
え
撃
つ
と
い
う
経
緯
た
ど
る
と
想
定
し
て
い
た
。
少
な
く
と

も
満
州
の
支
配
権
を
奪
取
す
る
た
め
満
州
で
ロ
シ
ア
軍
と
本
格
的
な
戦
闘
を

行
う
構
想
は
当
初
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

陸
軍
参
謀
本
部
で
は
そ
の
想
定
に
対
応
し
た
対
露
作
戦
構
想
を
策
定
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
章
で
触
れ
た
川
村
少
将
に
よ
る
韓
国
偵
察
命
令
は

そ
の
構
想
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

陸
軍
経
理
部
で
は
当
初
か
ら
経
済
情
報
の
収
集
の
重
要
性
を
理
解
し
、
明

確
な
方
針
の
も
と
に
対
蝿
職
略
化
血
要
な
地
域
に
お
け
る
経
済
情
報
を
収

集
、
分
析
し
て
い
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
現
地
に
お
け
る
兵
姑
活
動
に
資

す
る
有
用
な
経
済
情
報
を
陸
軍
参
謀
本
部
や
現
地
で
作
戦
行
動
を
す
る
部
隊

に
対
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

陸
軍
経
理
部
の
経
済
情
報
が
実
際
の
作
戦
行
動
に
貢
献
し
た
具
体
的
な
実

例
を
以
下
に
あ
げ
る
。

の
商
社
「
大
和
商
会
」
を
通
じ
て
報
告
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
と
併
せ
て
濱
名
監
督
が
ロ
シ
ア
抑
留
中
に
知
り
え
た
ロ
シ
ア
国
内
の

内
部
情
報
は
、
政
府
及
び
陸
軍
の
状
況
判
断
と
戦
争
指
導
に
貢
献
し
、
高
い

（
妬
）

評
価
を
得
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

１
先
行
的
な
兵
姑
活
動
を
実
施
し
て
初
動
に
お
い
て
作
戦
部
隊
を
有
効

に
支
援
し
た
例
。

五
日
露
戦
争
の
勝
利
と
陸
軍
経
理
部
の
経
済
情
報
活
動

四
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「
韓
国
内
物
資
報
告
書
」
が
明
治
一
一
一
六
年
一
一
月
二
○
日
付
で
陸
軍
省
経
理

局
に
提
出
さ
れ
て
間
も
な
く
、
朝
鮮
に
上
陸
予
定
の
部
隊
を
支
援
す
る
た
め

以
下
の
よ
う
な
先
行
的
な
兵
姑
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。

明
治
一
一
一
六
年
一
二
川
に
は
早
速
、
物
資
を
収
集
す
る
た
め
一
一
一
等
主
計
正
大

（
躯
）

江
玄
寿
他
五
名
の
経
理
官
が
朝
鮮
国
の
釜
山
に
派
遣
さ
れ
た
。

明
治
三
七
年
一
月
一
七
Ⅱ
付
で
、
陸
寵
省
経
瑚
局
は
陸
軍
糧
秣
廠
に
対
し

て
秘
密
裏
に
塩
干
魚
一
万
九
千
三
面
且
匁
、
鶴
汕
エ
キ
ス
九
千
貫
匁
、
燕
麦

一
〃
五
千
石
、
麸
千
、
灯
、
干
草
一
○
〃
賀
匁
、
薪
一
一
一
○
万
貰
匁
を
予
定
価

格
一
六
万
四
六
○
円
で
洲
達
、
燕
麦
は
三
井
物
産
会
社
に
よ
り
朝
鮮
川
群
山

へ
輸
送
さ
せ
、
そ
の
他
の
も
の
は
広
島
の
宇
肋
支
廠
に
貯
蔵
さ
せ
る
こ
と
を

｛
羽
）

〈
叩
令
し
た
。

（
鋤
）

京
城
及
び
仁
川
に
顛
馬
等
の
飼
料
用
と
し
て
大
麦
二
万
石
を
集
積
し
た
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
兵
帖
活
動
は
対
露
開
戦
を
に
ら
ん
で
先
行
的
に
実
施
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
事
前
に
収
集
、
分
析
さ
れ
た
韓
囚
内
の
経
済
情
報
に

よ
っ
て
先
行
的
な
兵
姑
活
動
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

２
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
第
一
二
師
団
の
上
陸
地
と
師
出
兵
姑
計
画
を

変
更
し
柔
軟
な
部
隊
運
川
が
可
能
と
な
っ
た
例
。

明
治
一
一
一
七
年
二
几
五
Ⅱ
に
動
皿
下
令
さ
れ
た
第
一
二
師
川
（
小
倉
、
帥
川

長
井
上
光
中
将
）
は
、
三
川
七
Ⅱ
に
大
本
徴
か
ら
示
さ
れ
た
作
戦
計
川
に
よ

り
、
師
団
の
半
数
を
韓
国
南
部
の
粟
梁
津
、
残
り
を
馬
山
浦
に
ｔ
陸
さ
せ
、

京
釜
南
路
上
を
京
城
ま
で
前
進
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
師
団
は
兵
姑
計
画

を
作
成
し
京
釜
南
路
上
に
兵
姑
施
設
の
開
設
を
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し
仁

川
沖
海
戦
の
結
果
と
し
て
黄
海
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
た
め
、
師
団
は
二

月
二
日
に
大
本
営
か
ら
仁
川
へ
の
上
陸
地
変
更
命
令
を
受
け
た
。
師
川
隷

日
露
戦
争
と
陸
軍
経
理
部
（
二
（
高
橋
）

下
部
隊
は
、
変
更
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
き
動
員
完
結
後
に
門
司
及
び
長
崎
か

ら
逐
次
仁
川
へ
向
け
て
出
港
し
、
一
六
日
よ
り
二
七
日
に
か
け
て
続
々
と
仁

（
弧
）

川
に
上
陸
し
、
一
足
城
並
び
に
開
城
付
近
に
集
結
し
た
。
こ
の
よ
う
に
状
況
の

変
化
に
応
じ
た
柔
軟
な
部
隊
運
用
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
事
前
に
収
集
、

分
析
さ
れ
た
韓
国
内
の
経
済
情
報
に
よ
っ
て
柔
軟
な
状
況
判
断
と
部
隊
連
川

が
可
能
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

３
－
部
の
悠
質
な
在
研
邦
人
の
商
業
椚
動
を
制
限
し
後
方
地
域
の
安
定

を
Ｍ
る
こ
と
が
Ⅲ
来
た
例
。

商
川
監
督
の
報
告
で
は
、
Ⅱ
滴
戦
争
の
伽
例
を
ｋ
げ
て
朝
鮮
国
に
在
割
す

る
悪
質
な
日
本
人
商
人
の
悪
質
な
商
業
活
動
に
伴
う
摩
擦
の
発
生
を
懸
念

し
、
そ
の
発
生
防
止
の
具
体
的
方
法
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

実
際
明
治
三
七
年
一
一
月
五
日
の
対
露
開
戦
と
と
も
に
、
韓
国
及
び
清
川
に

お
い
て
、
こ
れ
を
奇
貨
と
し
て
一
儲
け
を
企
む
一
部
の
悪
質
な
Ｈ
本
人
商
人

の
活
動
が
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

彼
ら
の
活
動
の
結
果
と
し
て
、
物
資
の
価
格
が
上
昇
し
て
、
日
本
軍
の
補

給
物
資
調
達
に
支
障
を
生
じ
て
部
隊
の
作
戦
行
動
を
阻
害
す
る
要
因
と
な

り
、
さ
ら
に
朝
鮮
人
と
の
間
に
巾
川
手
票
の
交
換
に
関
連
し
た
摩
擦
が
発
化

す
る
猟
態
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
明
治
一
一
一
Ｌ
年
Ⅲ
Ⅱ
三
一
Ⅱ
に
は
陸
服
桝
経

剛
川
は
陸
淑
一
般
に
通
知
を
出
し
、
外
務
宵
の
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
乗
っ
て
い
る
清
国
在
留
禁
止
者
六
○
名
、
韓
国
在
留
禁
止
者
百
七
名
を
陸

軍
が
傭
人
、
軍
役
夫
、
供
給
請
負
人
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
処

（
犯
）

置
を
と
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
明
治
三
七
年
四
月
一
八
日
付
で
大
本
営
か
ら
は
参
謀
総
長
大
山
巌

元
帥
の
名
で
、
第
一
軍
司
令
官
黒
木
為
禎
大
将
と
第
二
軍
司
令
官
奥
保
篭
大

五
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将
へ
、
日
本
人
商
人
の
不
正
な
活
動
が
軍
の
作
戦
行
動
を
妨
害
し
て
い
る
と

（
犯
）

し
、
各
軍
の
担
任
地
域
か
ら
彼
ら
を
退
去
さ
せ
る
こ
と
を
命
令
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
処
置
に
よ
っ
て
悪
質
な
日
本
人
商
人
の
活
動
が
ど
れ
だ
け
抑
制

出
来
た
か
は
不
明
な
点
が
あ
る
が
、
在
留
日
本
人
の
信
頼
性
等
に
つ
い
て
の

事
前
の
情
報
が
あ
っ
た
た
め
、
比
較
的
迅
速
な
対
応
が
と
る
こ
と
が
で
き
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
処
置
は
作
戦
行
動
に
対
す
る
阻
害
要

因
を
排
除
し
つ
つ
、
韓
国
で
の
無
用
な
摩
擦
発
生
を
回
避
し
後
方
地
域
の
安

定
を
図
る
意
図
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

４
第
一
軍
へ
の
兵
姑
活
動
に
資
す
る
経
済
情
報
を
供
給
し
、
緒
戦
に
お

け
る
重
要
な
戦
闘
の
勝
利
に
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
た
例
。

第
一
一
一
師
団
は
二
月
一
六
日
～
二
七
日
に
か
け
て
仁
川
に
上
陸
し
、
京
城

経
由
で
平
壌
に
向
け
て
移
動
し
一
一
一
月
一
一
Ⅲ
～
一
八
Ｈ
の
問
に
到
着
。
三
月

一
○
日
に
近
衛
師
団
が
鎮
南
浦
に
上
陸
、
三
月
一
八
Ｈ
に
は
第
一
軍
司
令
官

黒
木
為
大
将
と
第
二
師
団
が
鎮
南
浦
に
上
陸
、
四
月
上
旬
ま
で
に
第
一
軍
主

力
が
朝
鮮
北
部
に
集
結
し
た
。
高
山
監
督
の
偵
察
し
た
仁
川
ｌ
京
城
ｌ
平
壌

ｌ
義
州
の
経
路
は
ま
さ
に
第
一
軍
の
主
要
な
行
進
経
路
と
な
っ
て
い
る
。
第

一
軍
を
支
援
す
る
た
め
、
に
川
‐
上
昆
城
ｌ
平
壌
ｌ
義
州
の
経
路
上
に
補
給
施

設
（
兵
姑
司
令
部
、
兵
姑
倉
庫
、
野
戦
倉
庫
）
が
開
設
さ
れ
、
各
部
隊
に
対

〈
鋤
）

し
て
補
給
を
実
施
し
て
い
る
。
道
路
の
状
態
の
亜
凹
さ
と
悪
天
候
に
よ
り
丘
〈
姑

活
動
は
決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
が
、
道
路
の
補
修
に
当
た
っ
た
工
兵
部

隊
、
輸
送
に
あ
た
っ
た
補
助
輸
卒
隊
及
び
補
給
施
設
の
運
営
に
当
た
っ
た
経

理
部
の
努
力
に
よ
り
、
内
地
か
ら
海
上
輸
送
さ
れ
た
補
給
物
資
は
沿
岸
部
の

揚
陸
場
で
陸
揚
げ
さ
れ
、
現
地
で
調
達
さ
れ
た
物
資
と
と
も
に
各
補
給
施
設

に
集
積
さ
れ
て
、
第
一
軍
各
部
隊
へ
の
補
給
に
使
用
さ
れ
、
兵
帖
活
動
は
比

法
政
史
学
第
六
十
五
号

較
的
順
調
に
行
わ
れ
た
。

第
一
軍
は
四
月
二
九
日
か
ら
五
Ⅱ
一
日
に
か
け
て
鴨
緑
江
を
渡
河
し
て
清

国
の
安
東
県
九
連
城
附
近
に
布
陣
す
る
ロ
シ
ア
軍
と
戦
い
こ
れ
を
撃
破
し

た
。陸
軍
経
理
部
の
収
集
・
分
析
し
た
経
済
情
報
は
第
一
軍
に
対
す
る
兵
姑
活

動
の
円
滑
な
実
施
に
貢
献
し
、
鴨
緑
江
の
戦
い
で
の
勝
利
に
繋
が
っ
た
の
で

あ
る
。

戦
争
に
お
い
て
兵
姑
は
し
ば
し
ば
勝
敗
を
決
定
す
る
重
要
な
要
因
の
一
つ

と
な
る
。
ま
た
情
報
も
同
様
に
勝
敗
を
決
定
す
る
重
要
な
要
因
の
一
つ
で
あ

る
。
戦
争
に
お
け
る
兵
姑
の
業
務
は
軍
隊
の
戦
闘
力
を
維
持
増
進
す
る
た
め

に
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
非
常
に
地
味
な
も
の
で
あ
る
。
軍
隊
で

は
作
戦
・
戦
闘
に
従
事
す
る
部
署
に
比
べ
て
、
兵
姑
・
情
報
に
従
事
す
る
部

署
は
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
が
極
め
て
少
な
い
し
、
資
料
の
内
容
も
地
味
な
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
戦
争
は
政
治
に
お
け
る
と
は
異
な
る
手
段
を
も
っ
て

（
調
）

す
る
政
治
の
継
続
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
、
の
な
ら
陸
軍
経
理
部
の
日
露
戦
争
に

お
け
る
活
躍
か
ら
「
戦
争
は
経
済
に
お
け
る
と
は
異
な
る
手
段
を
も
っ
て
す

る
経
済
の
継
続
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
表
す
こ
と
が
出

来
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

無
論
、
経
済
情
報
活
動
は
陸
軍
経
理
部
が
日
露
戦
争
時
に
実
施
し
た
活
動

の
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
陸

軍
経
理
部
は
経
済
情
報
の
重
要
性
を
良
く
理
解
し
た
上
で
、
先
行
的
に
情
報

を
収
集
、
分
析
し
て
供
給
し
、
日
露
戦
争
に
お
け
る
陸
軍
及
び
政
府
の
状
況

お
わ
り
に

一一一一ハ
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判
断
を
助
け
、
戦
争
遂
行
と
戦
勝
の
獲
得
に
貢
献
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
経

済
情
報
の
重
要
性
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
陸
軍
経
理
部
が

極
め
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

日
露
戦
争
は
日
本
の
運
命
を
賭
し
た
総
力
戦
で
あ
っ
た
。
総
力
戦
の
概
念

は
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
露
戦
争
は
様
々
な

意
味
で
第
一
次
世
界
大
戦
を
先
取
り
し
た
戦
争
で
あ
る
。

当
時
の
日
本
に
と
っ
て
、
日
露
戦
争
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
事
実
上
の

総
力
戦
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
の
こ
と
は
「
韓
国
内
物
資
調
査
報
告
」
の
記
述
内
容
等
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
経
済
情
報
活
動
に
携
わ
っ
た
陸
軍
経
理
官
に
対
し
て
有
形
無
形
の
圧

力
と
な
っ
て
の
し
か
か
っ
て
い
た
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
『
韓
国
内
物
資
報
告
書
」
の
な
か
で
高
山
主
計
正
が
朝
鮮
人
に
対

し
て
冷
淡
な
兄
解
を
露
わ
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
高
山
主
計
正
一
人
の
考

え
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
陸
軍
軍
人
一
般
に
あ
る
共
通
し
た

（
弧
）

訓
岫
識
で
あ
っ
た
と
考
鱈
え
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
日
露
戦
争
当
時
の
Ⅱ
本
人
に

は
他
国
の
文
化
や
民
族
を
尊
重
す
る
と
い
う
思
想
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
そ

の
余
裕
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
言
う
事
が
出
来
る
。

註（
１
）
Ⅲ
Ⅱ
本
軍
と
す
る
川
語
が
一
般
的
で
あ
る
が
大
日
本
帝
国
憲
法
の

体
制
下
で
天
皇
を
大
元
帥
（
総
司
令
官
）
と
し
て
戴
く
大
日
本
帝
国

の
陸
軍
と
い
う
意
味
で
、
帝
国
陸
軍
と
し
た
方
が
適
切
と
考
え
、
本

稿
で
は
そ
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

（
２
）
川
口
武
定
二
八
四
六
～
一
九
一
八
）
は
、
和
歌
山
県
出
身
、
当

日
露
戦
争
と
陸
軍
経
理
部
（
二
（
高
橋
）

初
大
蔵
省
に
入
る
が
会
計
軍
吏
に
転
ず
る
。
明
治
一
二
年
一
○
月
二

二
日
会
計
一
等
副
監
督
（
大
佐
）
、
明
治
一
九
年
八
月
七
日
～
同
二
二

年
一
二
月
四
日
軍
吏
学
舎
長
、
明
治
二
○
年
一
一
月
一
六
日
一
等
監
督

（
少
将
）
、
明
治
一
一
二
年
九
月
一
九
日
～
明
治
一
一
一
一
一
年
七
月
二
六
日
欧

州
出
張
。
明
治
一
一
三
年
一
一
一
月
五
日
～
同
二
四
年
五
月
一
一
一
○
日
経
理

学
校
長
（
初
代
）
。
そ
の
後
海
軍
に
転
ず
る
。
Ⅱ
情
戦
争
時
は
海
軍
省

経
理
局
長
、
明
治
二
八
年
八
月
二
○
日
男
爵
。
明
治
一
一
一
○
年
六
月
五

日
海
軍
主
計
総
監
・
予
備
役
。
そ
の
後
宮
内
省
次
官
、
貴
族
院
議
員

を
務
め
る
。
大
正
七
年
一
月
一
九
日
死
去
七
一
歳
。

（
３
）
松
川
敏
胤
は
、
宮
城
県
出
身
。
士
官
生
徒
五
期
、
陸
大
三
期
、
明

治
一
一
一
囚
年
一
一
月
三
日
大
佐
、
明
治
三
五
年
五
月
五
日
参
謀
本
部
第

一
部
長
、
明
治
一
一
一
七
年
六
月
二
○
日
満
洲
軍
参
謀
、
明
治
一
一
一
八
年
一

Ⅱ
一
一
一
○
日
少
将
、
明
治
四
五
年
二
川
二
四
Ⅱ
中
将
、
大
正
七
年
七
Ⅱ

二
日
大
将
、
大
正
一
一
年
一
一
月
二
四
日
待
命
、
大
正
一
二
年
一
一
一
月

二
三
Ⅱ
予
備
役
。

（
４
）
福
島
安
正
（
一
八
五
二
～
一
九
一
九
）
は
、
長
野
県
松
本
出
身
。

明
治
二
五
年
二
月
～
二
六
年
六
月
に
ベ
ル
リ
ン
か
ら
モ
ス
ク
ワ
を
経

て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
間
を
単
騎
横
断
す
る
。
日
清
戦
争
時
は
第
一
軍

参
謀
、
明
治
一
一
一
二
年
一
月
一
六
日
参
謀
本
部
第
二
部
長
、
明
治
一
一
一
一
一
一

年
四
月
二
五
日
少
将
、
明
治
一
一
一
三
年
の
北
清
事
変
で
は
臨
時
派
遣
隊

司
令
官
。
日
露
開
戦
時
は
大
本
営
参
謀
、
明
治
三
七
年
六
月
二
○
日

満
洲
軍
第
二
課
長
。
明
治
三
九
年
七
月
六
日
中
将
、
大
正
一
一
一
年
九
月

一
五
日
大
将
、
後
備
。
大
正
八
年
二
月
死
去
六
八
歳

（
５
）
外
松
孫
太
郎
（
一
八
四
八
～
一
九
二
六
）
は
、
和
歌
山
県
出
身
。

七
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明
治
一
一
一
一
年
一
○
月
一
Ｈ
一
等
監
督
（
大
佐
）
、
明
治
三
四
年
囚
月
一

五
日
監
督
監
（
少
将
）
、
経
理
局
長
。
日
露
開
戦
と
と
も
に
大
本
営
野

戦
経
理
長
官
、
明
治
三
八
年
八
月
二
九
日
に
は
主
計
総
監
（
中
将
）
、

明
治
四
○
年
九
月
二
一
Ⅱ
男
爵
、
明
治
四
二
年
八
月
一
日
後
備
、
明

沽
四
二
年
一
一
一
月
二
一
Ⅱ
貴
族
院
議
員
、
大
正
一
五
年
七
Ⅱ
一
三
Ⅱ

死
去
、
八
○
歳
。

（
６
）
「
明
治
川
七
八
年
日
露
戦
史
」
（
参
謀
本
部
、
一
九
一
四
年
）
第
一

巻
第
一
篇
「
戦
争
ノ
起
川
」
五
頁
に
、
「
我
国
一
一
於
テ
ハ
古
来
ノ
関
係

ト
経
済
及
、
衛
ノ
必
要
二
Ｗ
り
韓
川
ヲ
我
ガ
勢
力
圏
内
一
一
般
ク
ノ
政

策
ヲ
採
リ
シ
モ
」
と
あ
る
。

（
７
）
「
韓
国
内
物
資
調
査
報
告
書
」
と
は
、
陸
軍
三
等
監
督
高
山
嵩
が
、

明
治
三
六
年
一
一
月
二
○
日
付
で
陸
軍
省
経
理
局
に
提
出
し
た
報
告

書
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
が
、
明
治
三
六
年
一
一
一
月
一
一
三
Ⅱ
付
で
外

松
経
理
局
長
か
ら
陸
軍
大
臣
寺
内
正
毅
宛
に
送
付
さ
れ
、
参
謀
本
部

へ
も
送
付
さ
れ
て
い
る
。
「
経
理
局
韓
国
物
資
調
査
報
告
進
達
の
件
」

「
明
治
三
七
年
密
大
Ⅱ
記
」
、
【
具
Ｏ
宝
Ｓ
星
］
雪
三
。

（
８
）
谷
寿
夫
「
機
密
Ⅱ
鰯
戦
史
〈
新
装
版
〉
」
（
原
諜
房
、
一
一
○
○
四
年
）
、

第
二
章
陸
海
軍
の
開
戦
準
備
、
陸
胞
統
帥
部
高
等
政
策
実
行
の
真
相
、

九
六
頁
。

（
９
）
田
村
怡
与
造
（
一
八
五
四
～
一
九
○
三
）
は
、
山
梨
県
出
身
。
士

官
生
徒
二
期
、
明
治
一
一
一
三
年
Ⅲ
月
二
五
日
少
将
、
同
一
○
Ⅱ
一
一
Ⅱ

参
謀
本
部
総
務
部
長
、
明
治
三
五
年
四
月
一
七
日
参
謀
本
部
次
長
、

明
治
三
六
年
一
○
月
一
日
死
去
、
中
将
に
昇
進
。

（
、
）
井
口
省
吾
（
一
八
五
五
～
一
九
二
五
）
は
、
静
岡
県
出
身
。
士

法
政
史
学
第
六
十
五
号

官
生
徒
二
期
、
日
清
戦
争
時
は
第
二
軍
参
謀
、
明
治
三
五
年
五
月
五

日
少
将
、
参
謀
本
部
総
務
部
長
、
明
治
三
七
年
六
月
二
○
日
満
洲
軍

参
謀
、
明
治
一
一
一
八
年
四
月
二
○
冊
遼
東
兵
姑
監
を
兼
務
、
明
治
四
二

年
八
月
一
日
中
将
、
大
正
五
年
二
月
一
六
日
大
将
、
大
正
九
年
八

Ⅱ
一
○
Ⅱ
後
備
。

（
Ⅱ
）
高
山
嵩
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
千
葉
県
出
身
。
鏑
重
兵
大
尉
か
ら

転
科
、
明
治
四
二
年
八
月
一
○
Ｈ
二
等
主
計
正
、
経
理
学
校
校
長
、

明
治
囚
三
年
二
月
三
○
Ⅱ
一
等
主
計
Ⅲ
、
第
一
四
師
団
経
瑚
部
長
、

大
正
二
年
五
Ⅱ
八
Ⅱ
第
一
八
帥
川
総
則
部
長
、
大
正
三
年
八
月
一
』
ハ

日
独
立
第
一
八
師
団
経
珊
部
長
、
青
島
要
塞
攻
略
戦
に
参
加
。
大
正

四
年
一
二
月
二
三
日
主
計
監
、
大
正
五
年
八
月
一
八
日
待
命
、
大
正

六
年
一
月
一
七
日
予
備
役
編
入
。

（
Ⅲ
）
註
（
７
）
前
掲
書
、
｜
頁
、
原
資
料
に
貞
数
の
記
載
が
な
い
た
め

以
後
の
引
用
は
章
節
に
よ
り
示
す
こ
と
と
す
る
。

（
田
）
註
（
７
）
前
掲
書
、
「
二
調
査
ノ
要
領
」
よ
り
引
用
。

（
Ｍ
）
「
大
正
五
年
改
訂
作
戦
給
養
教
穏
」
（
陸
瓶
経
瑚
学
校
、
一
九
一
六

年
）
一
五
六
～
｜
Ⅲ
七
頁

（
旧
）
註
（
７
）
前
掲
詩
「
兀
住
比
ノ
堆
業
及
生
活
二
係
ル
事
項
い
朝

鮮
人
」
よ
り
引
用
。

（
胆
）
「
朝
鮮
紀
行
」
原
題
【
Ｃ
Ｒ
Ｂ
シ
己
国
の
『
ｚ
の
一
ｍ
ｇ
・
【
の
、
一
九
○
五

年
刊
行
。
ビ
シ
ョ
ッ
プ
夫
人
こ
と
イ
サ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
（
一
八
三
一

～
一
九
○
四
）
が
一
八
九
四
年
一
月
か
ら
一
八
九
七
年
三
月
に
か
け

て
朝
鮮
国
を
旅
行
し
た
時
の
実
録
。
『
朝
鮮
紀
行
ｌ
英
国
婦
人
の
見
た

李
朝
末
期
」
（
講
談
社
、
二
○
○
一
年
）
。

＝
一

八
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（
Ｆ
）
キ
ム
チ
の
こ
と
で
あ
る
。
高
山
監
督
は
こ
れ
を
朝
鮮
人
の
主
要
な

副
食
物
で
あ
る
が
、
｜
種
の
臭
気
が
あ
る
た
め
最
初
は
日
本
人
の
嗜

好
に
合
わ
な
い
が
、
慣
れ
れ
ば
お
い
し
い
と
報
告
し
て
い
る
。
し
か

し
、
帝
国
陸
軍
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
漬
物
は
沢
庵
漬
、
浅
漬
、
塩
漬
、

粕
漬
、
福
神
漬
、
梅
漬
及
び
糠
味
噌
漬
の
事
を
指
す
。
キ
ム
チ
は
帝

国
陸
軍
で
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
思
わ
れ
る
。
「
昭
和
十
七
年
印
刷
糧

秣
肋
学
教
程
」
（
陸
軍
経
理
学
校
、
一
九
四
二
年
）
八
五
～
九
一
頁
。

（
旧
）
元
山
枝
隊
と
は
、
Ｈ
情
戦
争
時
、
第
一
一
一
師
団
（
名
古
屋
）
の
第
一

八
連
隊
（
豊
橘
）
を
基
幹
に
元
山
か
ら
平
壌
へ
Ⅲ
け
て
進
撃
し
た
部

隊
、
元
山
支
隊
の
こ
と
。
支
隊
の
誤
記
か
？
指
揮
官
は
佐
藤
正
大

佐
（
広
島
出
身
、
明
治
二
八
年
一
○
月
二
○
Ⅱ
少
将
・
退
役
）
、
明
治

二
七
年
八
Ⅱ
二
一
一
一
日
～
二
四
Ｈ
に
磯
橋
を
出
発
し
て
、
同
Ⅱ
二
七
円

～
一
一
一
○
日
に
元
山
に
上
陸
、
九
月
一
日
主
力
が
元
山
を
出
発
、
所
謂

元
山
街
道
を
西
進
し
て
一
二
Ⅱ
に
順
安
を
占
領
、
一
五
日
の
平
壌
攻

撃
に
参
加
し
た
。
元
山
平
壌
間
の
約
一
九
六
ｍ
の
行
程
は
「
道
路
険

悪
人
烟
稀
疎
」
の
有
様
で
物
資
、
役
務
の
調
達
は
全
く
不
可
能
な
状

態
で
あ
っ
た
。
糧
秣
は
す
べ
て
元
山
か
ら
追
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
給
養
は
困
難
を
極
め
た
。
そ
の
た
め
元
山
支
隊
が
平
壌
攻

撃
時
に
保
有
し
て
い
た
糧
食
は
、
常
食
無
し
、
携
帯
ｕ
糧
二
日
分
と

い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
『
明
治
廿
七
八
年
日
清
戦
史
」
（
参
謀
本
部
、

’
九
○
四
年
）
、
第
二
巻
第
九
章
「
平
壌
戦
闘
前
日
本
軍
ノ
行
動
」
六

四
～
八
○
頁
、
及
び
九
五
～
九
七
頁
。

（
岨
）
今
村
忠
男
『
軍
票
論
』
（
商
工
出
版
社
、
’
九
四
一
年
）
一
○
～
四

六
頁
。
軍
人
軍
属
の
給
与
に
は
日
本
の
免
換
紙
幣
を
使
用
、
現
地
の

日
露
戦
争
と
陸
軍
経
理
部
（
二
（
高
橋
）

支
払
に
は
銀
免
換
の
軍
用
手
票
を
使
用
し
た
。

（
別
）
濱
名
寛
祐
（
一
八
六
囚
～
一
九
三
八
）
は
、
静
岡
出
身
。
日
露
戦

争
中
は
鴨
緑
江
軍
司
令
部
の
幕
僚
と
し
て
従
軍
、
戦
後
は
明
治
三
九

年
二
Ⅱ
二
一
一
一
Ⅱ
第
一
二
師
団
経
班
部
長
、
明
治
川
○
年
一
一
月
一
一
一
一

日
一
等
主
計
正
（
大
佐
）
、
大
正
一
年
九
月
二
八
日
近
衛
師
団
経
理
部

長
、
大
正
二
年
五
月
八
日
千
住
製
絨
所
長
、
主
計
監
（
少
将
）
、
大
正

一
一
一
年
五
Ⅱ
一
一
口
関
東
都
督
府
経
理
部
長
、
大
正
四
年
二
月
一
五
Ⅱ

待
命
、
大
正
四
年
五
月
一
Ｈ
予
備
役
編
入
。
昭
和
一
一
一
一
年
二
月
二
一
一
一

Ⅲ
死
去
、
七
五
歳
Ｏ

（
Ⅲ
）
濱
名
寛
祐
「
日
露
戦
役
奇
談
敵
国
大
横
断
記
」
、
『
陸
軍
主
計
川

記
事
第
一
一
一
○
七
口
石
」
（
陸
軍
主
計
川
記
事
発
行
部
、
一
九
三
五
年
）
。

濱
名
寛
祐
が
ロ
シ
ア
で
の
体
験
を
記
し
た
実
録
、
こ
の
中
で
彼
は
間

諜
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。

（
胆
）
野
川
諮
通
（
ひ
ろ
み
ち
）
（
一
八
四
四
～
一
九
一
三
）
は
、
熊
本
県
出

身
。
明
治
二
四
年
六
月
一
日
会
計
局
長
、
会
計
監
督
長
（
少
将
）
、
同

年
八
月
一
六
日
経
理
局
長
、
日
清
戦
争
時
は
野
戦
監
督
長
官
を
勤
め
、

そ
の
功
に
よ
り
男
爵
、
明
治
三
○
年
川
Ⅱ
八
Ⅱ
監
督
総
監
（
中
将
）
、

明
治
三
四
年
四
月
一
五
日
予
備
役
編
入
、
そ
の
後
貴
族
院
議
員
に
な

る
。
大
正
一
一
年
一
月
六
日
死
去
。

（
泌
）
「
一
ヶ
年
間
留
学
延
期
願
ノ
件
」
明
治
三
五
年
囚
Ⅱ
、
「
壱
大
Ｈ
記
」

局
爲
○
三
ｓ
］
銘
］
雪
三
・
濱
名
寛
祐
は
こ
の
時
点
で
一
一
一
等
監
督
（
少
佐
）

に
昇
進
し
て
い
た
。
註
（
型
前
掲
書
、
一
四
頁
。

（
皿
）
英
国
人
女
性
イ
サ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
は
明
治
二
七
年
に
、
こ
の
付
近

を
訪
問
し
て
い
る
。
彼
女
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
海
路
、
ポ
シ
エ
ッ

九
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ト
に
入
り
、
陸
路
で
ノ
ブ
オ
キ
エ
フ
ス
ク
、
ク
ラ
ス
ノ
エ
セ
ロ
に
向

か
い
、
そ
こ
か
ら
図
椚
江
（
豆
満
江
）
を
渡
り
清
国
の
琿
春
に
入
っ

た
。
濱
名
監
督
は
、
イ
サ
ベ
ラ
女
史
の
通
っ
た
同
じ
経
路
で
清
同
に

入
ろ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
註
（
咄
）
前
掲
書
、
二
八
九
～
三
一

○
頁
。

（
閉
）
こ
の
な
か
に
、
陸
軍
経
理
官
の
濱
名
監
督
の
ほ
か
、
満
洲
で
破
壊

工
作
に
当
た
っ
た
特
別
任
務
班
第
一
班
の
森
田
兼
造
が
紛
れ
込
ん
で

い
る
。
彼
は
、
ハ
イ
ラ
ル
で
モ
ン
ゴ
ル
人
に
捕
ま
り
、
ロ
シ
ア
軍
に

引
き
渡
さ
れ
た
も
の
の
、
帰
国
の
機
会
を
失
っ
た
民
間
人
の
商
社
員

と
言
い
張
り
、
結
局
肚
体
が
露
兇
す
る
こ
と
な
く
処
刑
を
免
れ
た
。

註
（
Ⅲ
）
前
掲
書
、
第
囚
○
節
、
一
九
九
～
二
○
○
頁
。
一
宮
（
河

原
）
操
子
「
蒙
古
土
産
」
（
靖
文
社
、
一
九
四
四
年
）
三
六
～
囚
二
頁
。

（
別
）
明
治
三
七
年
一
二
月
七
日
に
帰
国
し
た
濱
名
は
軍
法
会
議
に
か
け

ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
二
等
主
計
正
（
中
佐
）
に
昇
任
し
、
明
治
一
一
一
八

年
一
Ⅱ
一
四
日
に
編
成
さ
れ
た
鴨
緑
江
軍
の
司
令
部
幕
僚
の
一
人
に

任
命
さ
れ
て
い
る
。
「
鵬
緑
江
砿
将
校
其
他
拝
謁
ノ
件
」
、
「
満
大
Ⅱ
記

一
月
下
」
明
治
一
一
一
八
年
、
【
の
命
ｏ
ｇ
ｓ
ｓ
』
雪
三
。

（
〃
）
ロ
シ
ア
側
の
作
戦
構
想
は
、
Ⅱ
本
軍
を
満
州
の
吟
爾
賓
ま
で
誘
い

出
し
、
補
給
線
が
延
び
き
っ
た
と
こ
ろ
で
、
反
撃
に
出
て
包
悶
磯
減

す
る
と
い
う
伝
統
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
註
（
６
）
前
掲
書
、
第
一

巻
第
三
篇
「
日
露
両
軍
ノ
作
戦
計
書
一
」
第
五
章
「
露
軍
ノ
作
戦
計
書

及
其
實
施
ノ
概
要
」
五
五
頁
。

（
邪
）
三
等
主
計
正
大
江
玄
寿
、
｜
一
等
主
計
（
中
尉
）
大
西
黙
、
小
島
昌
、

稲
生
隆
吉
、
三
等
主
計
（
少
尉
）
山
田
英
宜
、
西
尾
久
五
郎
の
六
名

法
政
史
学
第
六
十
五
号

が
派
遣
さ
れ
、
将
校
六
名
、
下
士
卒
一
六
○
名
か
ら
な
る
護
衛
隊
は

動
員
下
令
後
の
明
治
三
七
年
二
月
六
日
に
大
阪
か
ら
乗
船
し
て
馬
山

に
向
か
っ
て
い
る
。
第
一
軍
の
主
力
は
、
仁
川
及
び
鎮
南
浦
に
上
陸

し
た
の
で
、
彼
ら
の
収
集
し
た
物
資
は
、
韓
凶
駐
剤
軍
に
使
用
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
「
大
江
主
汁
正
外
五
名
韓
倒
派
遣
二
要
ス
ル
諸
費
ノ

件
」
「
明
桁
一
一
一
七
年
満
密
大
日
記
」
、
明
治
三
七
年
一
月
、
【
の
宕

宝
Ｓ
Ｓ
Ｂ
四
ｓ
。
「
蒐
集
品
護
衛
者
差
遣
ノ
儀
在
韓
大
江
玄
寿
へ
命
令

ノ
件
」
「
明
治
三
七
年
満
密
大
日
記
」
明
治
三
七
年
二
月
、
［
の
【
恥

つ
い
○
四
○
○
』
］
］
つ
つ
Ｏ

大
江
玄
壽
（
す
み
と
し
）
は
、
岐
阜
県
出
身
。
第
五
期
驍
督
学
生
課

程
で
高
山
嵩
と
は
同
期
、
明
治
四
一
年
一
二
月
二
一
Ｈ
会
計
監
督
部

員
、
一
等
主
計
正
、
明
治
四
四
年
一
一
Ｎ
二
二
Ⅱ
経
理
局
建
築
課
長
、

大
正
三
年
五
月
一
一
日
近
衛
師
団
経
理
部
長
、
主
計
監
、
大
正
四
年

一
二
月
二
三
Ⅱ
予
備
役
編
入
。

（
別
）
「
副
食
者
其
他
購
買
貯
蔵
ノ
件
」
、
「
明
治
三
七
年
満
密
大
Ⅱ
記
」
明

治
一
一
一
七
年
一
Ⅱ
、
『
の
さ
い
Ｓ
Ｓ
Ｃ
雲
三
。

（
釦
）
清
水
一
郎
「
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
二
於
ケ
ル
戦
局
及
給
養
経
過

ノ
概
要
」
「
陸
軍
主
計
団
記
事
第
一
一
一
二
一
一
号
」
（
陸
軍
主
計
団
記
事
発

行
部
、
一
九
三
六
年
三
月
）
、
九
頁
。

（
別
）
註
（
６
）
前
掲
書
、
第
一
巻
第
五
滴
第
一
○
章
「
二
第
十
二
師
団

ノ
渡
韓
」
一
六
九
～
一
七
二
頁
。

（
釦
）
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
た
人
物
が
い
か
な
る
蝿
由
で
在
留

禁
止
処
分
を
受
け
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
時
の
政
府
に
よ
り
「
該

地
方
ノ
安
寧
ヲ
妨
害
セ
ン
ト
シ
又
ハ
風
俗
ヲ
壊
乱
セ
ン
ト
ス
ル
者
」

四
○
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三
陸
軍
軍
人
の
経
歴
に
つ
い
て
は
主
に
、
外
山
操
編
「
陸
海
軍
人
事
総

覧
陸
軍
篇
』
（
芙
蓉
書
房
出
版
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
っ
た
。
ま
た
特

二
陸
軍
経
理
部
の
階
級
に
つ
い
て
は
、
相
当
す
る
兵
科
の
階
級
を
括
弧

〔
附
記
〕

（
弧
）
註
（
８
）
前
掲
書
、
九
七
頁
。
児
玉
源
太
郎
が
韓
国
少
将
李
學
均

に
対
し
て
示
し
た
冷
淡
な
言
動
は
高
山
主
計
正
と
共
通
す
る
認
識
を

表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

八
八
七
～
八
九
円
頁
。

（
妬
）
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ッ

と
み
な
さ
れ
た
者
達
で
あ
る
。
「
清
韓
両
国
在
留
禁
止
者
ヲ
傭
人
二
採

用
セ
サ
ル
件
」
「
明
治
一
一
一
七
年
満
大
日
記
」
四
月
従
一
六
日
至
三
○
日
、

Ｈ
①
ｍ
四
つ
○
四
○
四
ｍ
ｍ
『
□
つ
つ
。

（
羽
）
「
在
韓
本
邦
商
人
不
良
行
為
二
付
第
一
軍
へ
内
示
ノ
件
」
『
明
治
三

七
年
満
密
大
日
記
」
明
治
一
一
一
七
年
四
月
五
月
、
［
の
【
⑪
Ｏ
室
＆
◎
］
堅
き
二

「
在
韓
本
邦
商
人
不
良
行
為
二
付
第
二
軍
へ
内
示
ノ
件
」
『
明
治
三
七

年
満
密
大
日
記
」
明
治
一
一
一
七
年
四
月
五
月
、
【
具
Ｃ
Ｂ
Ｂ
○
］
岳
一
ｓ
。

（
弧
）
註
（
６
）
前
掲
書
、
第
一
○
巻
、
第
七
○
章
「
給
養
」
、
。
開
戦

ヨ
リ
遼
陽
附
近
会
戦
迄
ノ
情
況
」
、
「
其
一
第
十
二
師
団
及
第
一
軍
」

日
露
戦
争
と
陸
軍
経
理
部
（
二
（
高
橋
）

書
き
で
示
し
た
。

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
の
史
料
は
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

亘
冒
へ
へ
ヨ
ゴ
ョ
・
］
胃
目
、
・
・
８
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
入
手
し
た
。
註
に

お
い
て
コ
ー
ド
番
号
を
示
し
た
史
料
は
何
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
人
手
し

た
史
料
で
あ
る
。

五
八
頁
。

『
戦
争
論
上
」
（
岩
波
書
店
、
’
九
八
六
年
）
、

に
、
陸
軍
経
理
部
に
つ
い
て
は
、
柴
田
隆
一
、
中
村
賢
治
「
陸
軍
経
理

部
」
（
芙
蓉
書
房
、
’
九
八
一
年
）
に
多
く
の
教
示
を
得
た
。

四
引
用
し
た
史
料
中
の
旧
漢
字
は
現
代
の
も
の
に
改
め
た
。
但
し
地
名

と
人
名
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

五
引
用
し
た
史
料
中
に
現
代
で
は
不
適
切
な
表
現
が
あ
る
が
、
当
時
の

状
況
を
示
す
た
め
敢
え
て
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。
偏
見
及
び
差
別
を
助

長
す
る
意
図
は
な
い
。

四
一
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